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英語教育における Punctuationの用法について -1-

井口 美登利

0 はじめに:

0-1 これはどの語学についてもそうであるが，例えば，英語の能力を

評価する場合には， (1) Reading (2) Writing (3) Speakingと分類するのが

通例である.この うち， 前二者において決定的な役割を演じているものの

ひとつに Punctuationの用法がある ことは，誰しも，奥論がないであろう

0-2 しかもなお，すくなくともわが国の英語教育の場において， Punc-

tuationの用法ほど等閑視されているものは無いのではなかろうか?その

原因の相当量は，あえて失礼な言い方をするならば，英語教師の大半が真

の意味における Writing，すなわち，もっとも 日常的な Letterにせよ，

あるいは Reportや Thesisの類も含んで，およそ，まとまったものを

英文で書くとし、う能力あるいは訓練に欠けていると ころにあると推定され

る.Letterの Salutationに Semicolonを添えて平気でいるならば，単な

る 「場ちがし、」に終らず， それこそこれは， 感I英文の終りに Question

Markを附けるのと同じ位の大きな「間ちがし、」になる こと さえ余り ご存

じない方々が砂くないのは追感ながら事実である Abbreviationを示す

Periodひとつを取ってみても Miss.は決して Missにはならず，Missi・

ssippiの略字として読まれるに相違ない し， p.p.を Pagesとは読ませる

べくもない.

まして， Restrictiv巴と Non-restrictiveな Conditionを意図的に区別

して表現するためといった類の Punctuationの活用と駆使に至っては，一

般的にわが国英語教師のもっとも不得意とするようである.ところが，

いざ Readingとなると， Original Writerによる Essayや Articleには，

きわめて当然のことながら，一定の Ruleに従って， まことに手際よく

Punctuateされている S巴ntenceに毎日お自に掛っているはずなのである.
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さて英語を母国語とする国々における「英語教育」にあっては， 実のと こ

ろ， Punctuationの用法はまさに正当な待遇を受けていることを知るので

ある.すくなくとも，大学およびその予備教育において， 多くの時聞を当

て，独立教諜のひとつとして充分に指導されていることは，仮に大学入学

試験における「英語」の問題を一覧してみるだけでも充分に理解されよ

う. そしてまた， 辞書とならんで学生および実務家が必ず備えるという

Handbook， Reference Manualのすべてに，必ずや iPunctuationの用

法」について 1章を設け詳細な解説と実例を載せていることは，けだし当

然であろう.

「学校を出ても，手紙ひとつ書けぬ…・」とし、 う批評あるいは不満は，決

して戦後におけるわが国の専用語ではない.高等教育を受けた者にとって

要求される Writingの能力の うち，すくなくとも，その基本的な条件のひ

とつとして Punctuationの知識が必要なことは，英語国において(ドイツ

語 ・フランス誌等についても同様であろうが〉周知の事実となっており，

彼等はそのための努力を惜 しまないのである.

0-3  一方，日本語の表現については伝統的に PunctuationMarksの

使用を軽視するとしづ歴史的背景のあったことを看過しではならない.最

初， わが国がその言語表記のために借用した漢文=古代中国語の文献に

は，経 ・史 ・詩 ・集を通じ公 ・私の記録 ・文書に至るまで，およそ，句

読点を加える ことを しなかった.それは，文字を読み ・苫く ことがひとつ

の特権であり，誇り高く教養ある読書人にとっては，Punctuationなぞは

一切不要であ り，あるいは，不要でなければならぬ，と考えられていたか

らに他ならない.この伝統がその文字と共にわが国の支配階級にも受容さ

れたのは至極当然のことであったろう.もっとも，日本人の優れた才能は

やがて独特の音節文字「片仮名J i平仮名」を産み，象形 ・表意文字と表

音文字とを組み合わせた「漢字仮名交り文」というまことに特色ある文字

表記様式を定着させたのである 1

1. メソポ ミタアにおける模形文字の発達史において，実に数千年を必要とした

この進化の道程を，僅か数百年にしてわが物としたわれわれの祖先の非凡な着

想は，先進国の文字を借用することによって出発するという条件に恵まれたと

しても，正当に評価すべきであろう
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「男もすなるという日記とい うものを女もしてみんとてするなり」と紀

賞之に書かしめたのは，土大夫たる男性が女子供の用いる仮名文字を以て

和文を記することが，タテマエ上許されなかったという当時の日本的な文

化風土を物語る逸話と して余りにも有名である.外国語たる漢文を自在に

読み書き出来る知識人階級にあっては句読点は自他ともに無用であったわ

けである.はるかに降って世は江戸時代に及んでも，なお，こ うした風潮

は恨強く引き継がれていた.井原西鶴がその作品に「句読点」を施すこと

を主張と して，版元と論争したいきさつも，その皮肉な結果とともに，周

く知られたことである.まさに，女子供をも対象と した稗史小説の分野

にあってさえも，これまで Punctuationはお呼びでなかったことになる

当然，今日でい う法律 ・政令に相当する公文書はもとより，武家 ・商家を

通じての私的な書簡 ・消息に至るまで，和洋漢文，候文，さらには和文と

各種の文体に亙る，文書一切に対して「句読点」は無用とされて きた.そ

の理由は，rこうした補助手段を必要としなければ読むことが出来ないよ
うな者には強いて読ませる ことはなし、」と云うことにあるが，勿論これは

あくまでも表向きのことであり，例えば，寺小屋等における初等教育の場

においてはもとより，れっきとした武士の通った青年校においてさえも，私

かに「フリカナ」と共に 「句読点」を教科書に書き込むゃからの多かった

ことも想像に難くない.さらにまた，驚いたことには，仮名に伴う潟点 ・

半濁点さえも省略されるのが通例であったから， 文書の読解には Hand-

writingの Decipherに加えて一層の「勘」と「判断力」が要求されたの

である r読みJr書きJrそろばん」 と履修科目は少かったとは言え，そ
れぞれの Requirementは，今日の常識からすれば，相当に高度のもので

あったと言うことが出来ょう.

明治維新後も，治々たる西洋文明の輸入の中にあってさえも，こう した

慣習は依然と して維持された.上は詔JWJを初め，官員の手になる一切の公

文書は，ょうやく 和洋漢文体を離れて「漢字仮名交り表記」による和文表

記を通例とするようになったのであるが， r句読点」は未だ全く加えられ
ることがなかった.例えば五箇条の御誓文 ・大日本帝国憲法 ・教育勅語等

の原文を参照して見ればよい.中には，こ とさらに万葉仮名を用いた擬古

文体の軍人勅諭などの類があって，これらは今日の学生にとっては殆ど読

解の困難であろ うこと，ただに句読点を欠いているのみだけではないので
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ある.こ うした歴史的背景が， 日本語表記における Punctuationの Rule

をその文法構成の上に確立させる ことがなかった結果となり，こうした母

国語におけるいわば不統ーで，気ままな使用の許される句読点の印象が，

外国語学習の際にもまた，それなりの影響を学習者に及ぼしたであろう こ

とは想像に難くないところである.

0-4 僅かに，3種類の外来 End Punctuation: すなわち-Period，

Question Mark， Exclamation Pointの用法だけがほぼ正確に受容され，

外国語のみならず，横書き 〈時には縦書きにも〉日本語の表記に汎用され，

定着したとい うのが現状のように思われる.しかしながら，もっとも使用

度数の高い Commaを初め Colon，Semicolon， Dash， Apostrophe， 

Hyphenさらには QuotationMarks， Parenthes巴S 等に至っては， (広義

の PunctuationPointsとしては，この他に Spacing，Capitalization等を

も加えることができょうが)Reaclingにおいてその多くの用例に接してい

るべきはずであるにも係らず， その用法を適切に理解した上で， これを

Writingにあたっても，文章表現上の有用な Toolとして縦横に駆使する

だけの知識と能力を身につけた学生に接することは，あながち筆者の狭い

経験のみではないと考えるのであるが，遺憾ながら極めて稀少な事例に属

するというのが現実ではあるまいか?

0-5 単なる教養あるいは情報獲得のための補助的手段と して，英語教

育から，直接に Reading，Writing， Speakingの可能な国際人の育成を志

向する英語教育への転回が当面の急務と して真剣に検討されている今日，

わが国の英語教育においても，いまこそ rpunctuationの用法」について

の指導内容を系統的に整理し 独立の教課と して英語学習の早期にその基

本的な知識を与えるとともに，すくなくとも，ReadingおよびWriting教

育の各段階において，実際の用例をもとに充実した教育と演習を実施する

ことは，是非とも，肝要で、あると確信する次第である.本稿がそのための

問題提起のひとつとなれば，泊に幸いであると思う.

1 Punctuationの歴史

1-1 いま，仮に“Punctuation"を定義するならば，さしずめ「文書の
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読解を容易にし， その正確な理解のための有効な補助となるような， 語

隔 ・記号 ・f!}体等の組織的な用法」ということになるであろ う.

また，これを語源的に探ねるならば， Pointを意味する Latin語“Pun-

ctus"に発することは明らかである.そして実際に， 15世紀から 18世紀の

初めにかけては，上述の定義に示した内容については“Pointing"という

語が当てられていたのである.元来，Hebrew誌における母音表示の意味

に用いられた語 “Punctuation"が， “Pointing"に代って， 今日のように

使用されたのは 18世紀中葉のことであったとされている.

1-2 16世紀後半，英語における Punctuationに関する理論研究と文書

表記への応用はきわめて活発となったのであるが，そこには基本的に対立

するふたつの考え方があった.

そのひとつは，中世紀以来の伝統を承けた「発声法」あるいは「雄弁術」

の立場に採るものであって，階、j釈を前にしての発表あるいは演説を行なう

にあたり，話者の便宜を計り，演出効果を考えた上での発声の補助記号，

とりわけ，長短いろいろの ill:lJJを取るための記号を台本に書き加える こ

とを主要な目的と したものである 2

もうひとつは，i統語法」の立場を重視して， Punctuatiohを単なる発声

上の補助記号に止めず，文章構成のための大きな役割を与えようと主張し

たものである.17世紀の終りに近く，この考え方が主流を占めるよ うにな

り， それまで，いわば慾意的に用いられてきた Punctuationに理論的な統

ーが検討され，やがて今日一般的に承認されている用法へと定着するので

ある.

こうした統語法あるいは文法上の Punctuation は，何よりも，それが

2. 現代の Typewrittenされた SpeechManuscriptにも，その用途に適合す

るような~t特な Style が採られていることは， その名残りと考えてもよかろ

う.すなわち，通常・の SingleあるいはDoubleSpacingに代えて TripleSpac-

ingを用い，One SentenceをOneParagraphとして扱い，10-strokeの深い

lndentionを伴なうのである.もとより，その内容を VisualMediaを通じて

発表するための，例えばNewsRelease Paper等においては，こうした Style

は全く無縁のこととなってくる.Radio， TVのための，いわゆる放送原稿で

は，これに加えて固有名詞の正確な発音のための特殊な表記が用いられている

ことも，その目的に照らして当然であろう
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有効でなければならない.文章構成を明瞭にすべきものであって，いたず

らに複雑化するものであってはならぬことは当然であろ う.そしてまた，

いわゆる GoodPunctuationには文体と密接に関係して多く の個性的な類

型の存在が可能である.人は言う Henry Jamesの文章は，そこ に見え

る無数の Commaなくしては， 理解しがたいが;Ernest Hemingwayの

文章は Fullstop以外の Punctuationを殆んど必要としない，と.G. B. 

Showは稀にしか InnerPunctuationを用いぬが， T.S. Eliotの Essay

においては，優にその 10倍を超える InnerPunctuationを必要とする.

これは，わが国の作家についても同様であろう .紫式部の延々と続く長

大な文脈には句読点はむしろ無用であるが，清少納言の，直被簡潔な体言

止めの文体には，すく なく とも語隔による休止は大いに有用であろう .手r.1

文の伝統を承けた樋口一葉の文体と漢文脈を生かした森鴎外のそれとで

は，句読の分量には大差があって当然である.極端な事例と して，宇野浩

二の文芸は，あの無数の句点な〈しては到底成立しないであろう .

し、ずれにせよ，如何に街学的な知識人にあっても，Punctuation無用論

を唱える者のもはや有り得ないこ とは，r干の東西を問わず，今日の大勢で

あろう

1-3 今日，英語を初めとする西ヨ ーロッ パ諸国の言語表記の上に用い

られている Punctuationの祖型は，当然のように，これを古典附代のギ リ

シャおよびローマの文献に求めることができょう .

本来，ギリシャ語の表記には，語隔を明ける ことなく，連続してこれを

書くのが通常であったが，u寺と して Phraseの間に2笛lあるいは3箇の
点を縦に連ねて打ち，前後の関係を明らかにした文書も，B.C.5世紀ごろ

から散見されている. さらにまた，およそ B.C.4世紀と比定されるギリ

シャ語パピルス文書には，その記事が新しい題自に入る行の下側に横線を

ヲ11，.、て，これを表示する方法を採っている事例があり，この横線を Para.

graphosと呼んでいたことが知られている.かの Aristoteles(384~322 

B.C.)の時代における Punctuation は以上の 2種類に限られていたので

ある.

ギリシャ語における PunctuationSystem を大きく 前進させた功績は，

B.c. 195年，Alexandria大図書館の館長となった文献学者，Byzantium 
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の Aristophanes' に帰せられる.彼は文あるいは節を， その長短に応じ

て， 3種類の記号によって分ち，その関係を明らかにしよ うと試みたので

あるが， ここに初めてその記号の名称と して (Comma)(Colon)および

(Periodos)が登場することとなる.

もっとも，これらの記号は現在のものとは全く別のものであった.すな

わち，ひとつの点を，その打つ位置によってそれぞれ異った役割を持たせ

ようとしているのである.短かい区分を表わす Commaは，最終字の後，

字隔の中央に点を打つ. これはちょ うど現代日本語表記における句読点

「中黒」 と同じ位置にあたる.より長い区分のために用いる Colonは，こ

の点を字隔の下方にうつ.これは現代の Fullstupと同 じ位置である.さ

らに長い区分を示す Periodosは字隔の上方に点を打つわけである.

当時のギリシャ文字が縦長な書体を持っていたことから，こう した位置

の相違による用途の判別には，それほどの困難を伴わなかったものと思わ

れる.もっとも， Aristophanesの優れた着想も，古代における多くの非凡

な発明と同じように，普く位に知られ広く 実用に供されることのないま

ま，空しく埋れて しまったようであるが，その復活は，これをローマ時代

に見ることができる.

降って 8・9位紀の交に， Question Markが新しくギリシャ語の表記に

加えられたが，その記号もまた，現代のものとは大きく違い，今日の Sem-

icolonと同じ(;)が用いられたことは，まことに興味深い.

今日復刻されているギリシャ語文献に施されている Punctuationは，さ

らに後世のものに属し， 主として，ルネッサンス期以後，イタリアおよび

フランスの印刷業者の手により協定されたものを基本とする. そこでは

Aristophanes'のいう Colonは除かれ，現代風の書き方による Commaと

Periodの両者に字隔の上方に点を打つという書き方の Semicolonを加え

て，合計3種類が用いられた.これに QuotationMarksと Exclamation

Markが加えられるようになるのは，さらに後年のことである.

1-4 およそ B.C.1世紀の終りごろと比定せれる最古の Latin文書か

3ー もとより，この人物は高名の喜劇詩人 Aristophanes( 445~385 B.C.)とは

別人であるが，その喜劇作品の多くを校訂しているという因縁が両者を結んで

t土し、る.
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ら始めて，殆んどのローマ時代の文献には， 語と語とを分つための点が施

されている.そして， 段落を示すためには，新 しい文の官頭の語を 2~3

字分左の余白に突き出させるという， 今日の Styleでは lnvertedPara-

graph に当る方法を採っている.なお，現在では Paragraphingを表わす

ための一般的な方法て‘ある lndention一新しい文の冒頭の語を 2~5 字分

引込ませる書き方ーの起源は17世紀に属するから，はるかに後世のことに

属する.

ローマの学者たちは， 例えば4世紀の文法学者 Donatusにしても， 総

じて先に述べた Aristophanesの PunctuationSystem を推奨しているが，

こうした専門的な学究を別とすれば， この System がどれだけ実際に復

活 ・使用されたかは疑問であろう.また，この頃になると，語聞を分つ打

点はおおよそ省略され，文末の字隔と文頭の字の拡大とが一般化されてい

た.後者は言うまでもなく ，今日の Capitalizationの祖型に外ならない.

もちろん，例外もあった.St. James C ~419/420) の翻訳によるという

Vulgate聖書には，朗読に適するよ う Phraseごとに厳密な句読が施さ

れていたことは周知の事実である.

1-5 いわゆる Majusculeな書体から Minusculeな書体への移行が見

られたのは7・8世紀のことであるが，例えば 単音節の前置詞にして も，

それが次の語から分離して書かれるよ うになるまでには，さらに数世紀を

要したのであって， 一般には連続して警かれた Sentenceあるいは Para-

graphの後に余白を明け，次の Sentenceあるいは Paragraphの初めを

拡大した文字，多くは旧書体たる Majusculeで，書く とし、う 習慣がよう

やく定着していったに過ぎない.これと併用する Punctuationの用法につ

いては，ローマ時代の Punctuationに準援するような提唱がしばしばなさ

れたにも拘らず例えば，文の終りを示すのには，二種或は三種の Markが

重複して使用されたといったように多分に復雑なものであった.

前に述べた St.Jamesが Vulgate聖書の朗読用に施した厳密な Punc-

tuationのRuleは，かの科!聖ロ ーマ帝国の基礎を定めた英王 CharleMagne 

=Charles 1 Cc.A.D. 742~814) の世に再び脚光を浴びる時機が到来した

すなわち，大王の待講となった York生れの学者 AlcuinC735~804) は

Aachen vこ王立の学校 ScholaPalatinaを聞き，主と して聖書および祈祷
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文を対象としたものであるが， Spellingおよび Punctuationに関する改

善に努めたのである.後者について，その底本となったのは外ならぬ St.

Jamesの Punctuationであった.

現在はそれぞれフランスとドイツに属する CorbieとAachenで筆写さ

れた最古の CarolineMinuscule書体の古文書が今に伝えられているが，

その成立年代は， およそ 780~800 年と比定される . そこに見られる Punc­

tuationは Alcuinの定めた新しい System である.この Systemは，こ

の Systemによって書かれた文書の普及にともない，ヨーロッパの各地に

伝えられて行ったが， 12tlt紀に至って，ょうやく ，現行の Punctuationの

祖型とも言える System として定着したのである.

新しく改良されたと ころは次のよ うであ る:文中の段落には，単一の

Pointあるいは Commaを用い，文末を示すのに複数の Markを併記する

とし、う従来の方法は一応守られたが，後者はその表記を統ーして punc-

tus elevatus(〆〉と ρunctusinterrogativus (?)の二種としたことである

この新しい二種の記号の起源は，すくなくとも 9世紀初頭より存在してい

た Gregorian聖歌のための音楽記号 neumsにあったとされているが，こ

のことから容易に想像できるように，punctuselevatus (〆)punctus inter-

rogativusは，単に休止と構文上の段落を示すに止らず，音声の抑揚をも

定めたのであった.

次いで12世紀以降， もうひとつの Markとして，punctus circumfiexus 

(7)が加えられたが，これは主と して，従属文あるいは従属節の終りを示

し， その所の抑揚は語尾を上げるべき場合に用いられたのである.構文上は

文章がし、まだ完結しない場合を示すことになるわけでこれは今日の Colon

の前身と考えることができ ょう.

たしかに， 現存する中世末期の祈鵡古写本には， 以上の Punctuation

Marksが厳密に施されているが，一定の音韻と抑揚によって祈祷を捧げ

ることは宗教上， きわめて重要なことであったことを窺わせると ともに，

Punctuation System の統ーも， こうした背景から実現した経過を知るの

である.

このほか，行末の語を分綴する記号である Hyphenは10世紀後半に登

場し， 初めは 1本の短かい横線(一)であったが，14世紀以降は2本の横線

(=)と形を変えて行った.再び(一〉が一般的となったのは 18世紀と 19
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世紀の交のことである 4

Ablaham Lincolnの有名な GettysburgAddressの草稿には， 第一 ・

第こから数えて数種の異本があるが， 今日， 流布されている BlissCopy 

は Lincolnが演説を終った後，求めに応じて自 らの草稿に手を加えたもの

であることの証左として，アメリカ国会図書館所蔵の OriginalCopy 2枚

に見られる合計8箇の行末の Hyphenは，いずれも DoubleHyphenの

形で書かれている事実を挙げることができる.すなわち，この Hyphenの

形から，Lincolnが印刷に附するために与えた原稿であることが明らかで

あり，たとえその日付が1863年 11月19日とあったと しても， Lincolnが

後日，改めて筆を執ったものであることを知るのである.

1-6  中|止末期における Punctuationは12世紀のそれと比較するとき

に著 しく緊密さを欠き，時には怒意的であると さえ言えるのであるが，そ

のことは 13世紀および 14世紀に Paris，Bolognaあるいは Oxfordの大

学で教科お用に筆写された書物を見れば明らかである.

例え Paragraphingを示す Markである capitulum(c)は本来の用途

を離れてほとんどの Sentenceの初めに附けられている し 単一の Point

(.)と punctuselevatus (〆〉の代りに，virgule (/)をその何れの;場合に

も用いているこ となどが自に立つ.原典である Latin詩文丹における文体

と句読の統ーは，それを英 ・独 ・仏 ・伊語等に翻訳するに方り，大幅に失

われている場合が多く ，印刷術が普及した後の書物も，最初の書写本を底

本とすることから，同様の結果を残している.僅かに，各国における聖書

と祈祷書の初期の印刷本には，朗読における抑揚を示す句読が厳密に残さ

れている ことを例としているに過ぎない.もっとも，移しい Point(.)と

Virgule (/)を合むことで知られる英国の印刷業者 William Caxtonにし

ても，その用途を専ら音韻と抑揚と考えていたようであり，こと構文上の

Punctuationとなると全く無関心であったと考えてよいのである.

4. 現代にあっても，印刷原稿あるいは校正記号として用いられる Hyphenは

Singleの(ー〉ではなくて， Doubleの(=)を使うことが一般的でらる.その理

由は，見落しを防止するためであるに違いないが，自分の書いたものが印刷に

附される機会の多い文筆関係者には時として，Handwritingはもとより Ty-

pewntmgにおいてさえも，いわゆる DoubleHyphenを用いることがある.
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新 しい PunctuationMarkとして，括弧 Parentheses( )が加えられ

たのは 16世紀に入るころであり， その記号と用法は，概ね現行のものと

変りがない.

一方， こう した自由な PunctuationMarksの使用とは別に， 一切の

Punctuationを省略した文書の記述を標携する方向も無くはなかった.早

くも 15世紀において， 英国の法律関係文書の中には， 全く句読点を排除

した体裁で記録されるものが現われているが，一部の知識階級とりわけ法

首会にはその風習が広まって行くのである，

今日でも，英語国であるイギリス とア メリカの法律家には極力 Punctu-

ation Marksを手控えた文書を作成する例が多いが，その主旨とするとこ

ろは，こうした文書の性格から して，構文から来る暖味さを極力防止しよ

うと努めることにあるという.これは確かに，名詞の性別や冠詞の格変化

を思い切 りよく単純化してしまった特色ある言語「英語」の持つ文法上の

弱点を露呈したもの と言えるであろう .

1-7 このように， いわば混乱した中世の後期の Punctuationと， 近

位 ・現代とを繋ぐものは， 15世紀においてイタリアで筆写された古典およ

び当代の Latin語による書物，いわゆる Humanism関係の文献における

精密な Punctuationであったと見てよい. およそこの世紀の半ばに至る

と，punctus elevatus (〆〉は vu-gule(/)および現在の ColonC: )に置

き換えられた.さらにまた，本来は(/)と して書かれたりi1-guleも次第に

行の下方に沈み，やがてその下端が轡曲 して，現代の CommaC，)と変化

するのである.

こうした Humanism時代の PunctuationSystemを集成し，さらに前進

させたのは，Venetiaの人 AldoManuzio=Aldus Manutis C 1450~1515) 

であったが，Aldoは5冊本の Aristoteles選集を印刷出版したのを初め，

多くの Greekおよび Latinの古典を復刻したが，また italic書体の活字

5 前に述べたように，古代および中世を通じての中国の文献は，単に法律文書の

みならず，すべて句読点なしで記録されてきたことは前述の通りである.わが国

にも，その伝統は伝えられ，明治以降も，しばらくは一切の公用文書には句読点

を加えることがなかった.けれども，その理由と背景については，西l款のそれと

は大きく異っていることに注意しなければならない
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を創めて印刷の合理化を遂け'たことでも著名である.Aldo Manuzioがそ

の著 Orthographiae ratioの中でこの新しい Punctuationsystemを詳

細に解説しており，そこに用いられている PunctuationMarkはその名称

こそ異なるが現代の Comma(，) Semicolon ( ;) Colon ( : )および Period

C.)を含んでいるのである.さらに重要なことは，Punctuationの主要な

目的とするところは文章構成を明らかにすることにあると明言している点

にあり，こうした見解は少くとも今日知り得る限 り小 Aldoを以て哨矢と

するのである.

1-8  およそ 16世紀の終りに至るまで， 英語の文苫は 1566年小Aldo

の示した方式に従って Punctuationを行ってきたが，その目的とするとこ

ろは， 小Aldoの賢明なる提言にも拘らず， 構文というよりも発声のため

に限られていたと言ーってよかろう.従って，かの GeorgePuttenhamが

1589年その論文 TheArts of Enghish Poesieにおいて主張した如く ，1 

単位の休止に Commaを，2単位の休止に Semicolonを，3単位の休止

に Colonを用いようと試みたのは， 当時の基本的混乱と言っても状況に

対する不満を表明 したものである.降って 1640年，Simon Dainesもま

た，同様の趣旨をその著 OrthoepiaAnglicana中に述べられている.

事実，Elizabeth朝における戯曲の Punctuationもまた，依然として発

声法のためのものであったと云えるが，Punctuationをこ うした目的に限

定したとしても 12世紀の Latin語文献に比べてむしろ退化していると思

われる.すなわち，そこには単に大小の休止を指示するだけで，抑揚に関

する配慮を欠いているからである.

こう した発声法のための Punctuationから，これに文章構成のための手

段と して目的を与えようと したのは，英国にあっては，詩人 ・戯曲家と し

ても高名な WestminsterのBenJohnson Cc. 1573~1637) の著作 Engli sh

Grammarが最初であろう. この労作は 1617年に脱稿したが， 実際に出

版されたのは著者の没後 1640年のことであった.いずれにせよ小Aldoに

遅れること 50余年，大 Aldoからはおよそ 100余年の隔りがあることに

なる.

こう したために学者あるいは文人としての主張とは別に，実際の文筆活

動において，発声のためではなく構文のために Punctuationを用いた事例
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としては，古くは 1625年版の FrancisBacon (1561 ~ 1626)の Essayが

挙げられる.そして 1660年における Charles2世の王政復古以後は，構

文上の Punctuationとし、う考え方が次第に主流となって行った.

さて 18世紀に入るや PunctuationMarksの使用は， 一般に， いさ

さか過剰気味となってきた.すべての従属節の後にはもとより，およそ分

ち得るすべての Phraseを Commaで区切る ような事例さえも少しとしな

い.こうした風潮の痕跡はさらに降って 1880年に Londonで出版された

英語表現法の Handbookにも認められるのであった.

こうしたPunctuationMarkの氾濫を警めて，現代のように必要にして

充分なる範囲に止めた適切な使用を提唱したのは，すでに今世紀に入り，

1906年に出版された語学書 TheKing's English であるが，この書は高

名なる語学者 ・辞典編纂者として知られた HenryWatson Fowler (1858 

~1933)6 がその弟 Franc i s George Fowlerと共同で著わしたも のであ

る.

しかしながら彼の代表作は，むしろ， 1926年出版の Dictionaryof Mo-

dern English Usageであろう.ここで Fowlerは現在英国で規範となっ

ている Punctuationの用法を確立しているのである.(この有用な辞典は

E. Gowersの改訂に係る第2版が 1965年に刊行されて，今日もなお大き

な権威を持っている.)さらに，英語学全般に及ぶ Fowlerの労作はSociety

for Pure Englishの機関誌に多数収められており，その中には，当然のよ

うに，Punctuationに関する論文も含まれている.

1-9 建国以来， 同じく英語を公用語とするアメリカ合衆国における

Punctuationの用法は，おおむね，英国の場合と同様の経過をたどったと

考えてよい.もっとも，現在確立されている用法について見るならば，本

家である英国のそれに比して一般的により厳重な，あるいは，融通のきか

ない Ruleが定められていることは，むしろ意外の感があって，こう した

ところに， American Englishのひとつの側面を窺う ことができる.

6. H.W. Fowlerはまた，活翰な OxfordDictionaryの簡約化という事業を委

1属され，1911年に刊行の運びとなったのが，かのTheConcise Oxford Diction-

aryであり，小型英語辞典の傑作として，その後数次に亘る改訂を経て現在に

至っていることは人の知るところである.
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1-10 本章に述べてきた英語における Punctuationの歴史的変選を要約

すれば，次のようになるであろう

(1) 今日の英語に用いられている Punctuationの用法は 17世紀以後に

確立されたものである.

(2) その大要は， 目的に応じた各種の PunctuationMarksを活用する

とともに，あるいはこれに先行して，次の手段を取ってきた.

a) Wordの後に Spaceを明ける.

b) Paragraphの Firstlineを Indentする.

c) 文頭の Wordおよび固有名詞を中心とする Wordの Firstletter 

を Capitalで書く 7

基本的な PunctuationMarksは

Period ( .) 

Colon (:) 

Semicolon ( ; )および

Comma (，) 

の4種であり，補助的なものと して:

Question ( ? ) 

Exclamation ( ! ) 

Quotation Marks (“") 

Hyphen ( -) 

Apostrophe ( ， ) 

Dash (-) 

Parentheses (( )) 

1-11 英語以外の主要なヨ ーロ ッパ語における PunctuationMarksに

ついては，それぞれの国において現在確立している用法が，その源流を等

しく15世紀 ・16世紀におけるイタリアおよびフランスの印刷出版業者に

発していることは英語と同様であるから，基本的に共通していると考えて

よかろう.若干の異同を列挙すれば次のようである:

7. いわゆる Capitalizationもまた，Punctuationの有力なる構成要素として，

その中に包含して考えるのは今日の文法学者の定説となっている
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guillemets (~ :a> )フランス語において， dashとならんで，quotatlOn 

marksの代りに用いる.

inverted interrogation mark (l ) 1 "'------._-_._. ， ~ / ~ スペ イ ン語では 18 世紀中葉以後，

inverted exclamation mark (i)J 

疑問文 ・感嘆文の始めにそれぞれ invertされた

markを附け，文末の markと対称にするような

表記の方法が一般化して きた.

なお，スペイン語での Quotationはフランス語

風の(~ :a>)および英語風の(“つを併用してい

る.

German quotation Marks ("‘つl
}ドイツ語の Quotation~こは， このい

reversed guillemets (:a> ~)J 

ずれかを使用するが，近時， Typewritingにおいて

は英語風の(“")にあたる("りを汎用する例も

多くなっている.

(本稿は，はじめに述べたように，わが国の英語教育における弱点として

の Punctuation の用法について， ひとつの問題提起を行なうことを目的

としたものである.しかしながら本論に入る順序としての歴史的な回顧

をもって， 今回与えられた紙数を終ることとなった.次回の続稿をあわせ

ご覧頂きたいと，予め願い上げる次第である-) 

(1977年8月末日稿〕
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英語教育における視覚教材のあり方

田島 富美江

はじめに

視聴覚教育の専門家達はしばしば次のように述べている. “学習を効果

的にするには，ことば偏重を排し， 多くの感覚を通じて学習させるのが望

ましし、ヘと. これは視聴覚教育が， わが国の授業に取り入れられる動因

となったものであり， 以来約30年を経た今日に至っても，安易に受け入

れられている考え方である.しかしこの辺で，われわれは，授業に使用

されている視聴覚教具，教材を一つ一つ取り上げ，その使用法や効果の程

を充分に検討する時期に来ていることを痛感する.本稿においては，中学

・高校の英語教育の中で使用されている「絵」の果す役割りについて考察

し 今後の問題を探ってみたいと思う.

ここで扱う 「絵」とい うのは Daleの視聴覚教材の分類のうち， still 

picturesに相当するものである.たど し，言語の文化的背景を紹介する写

真，ポスターの類を除き，語い ・文型等の習得や，文法事項の理解のため

に必要な場面設定用のもの，即ち，純粋に英語の学習活動と言語活動の能

率化を企る，教師の手描きの絵の構成要素に焦点を当てることとする.い

わゆるスピーディな文型練習のキュ ーとして使用する絵は含めず，叉その

提示の手段(画用紙， OHP，スライド〉も問わない.

I “母国語学習と場面"の再確認

われわれが母国語を獲得してし、く方法は， 言語研究家によって幾つかの

説が挙げられているが，いずれも，環境と個人の素質とし、う要因が複雑に

絡み合って獲得されていくものだという考え方が基本的に認められる.即

ち，母国語の発達は，先づ晴語に始まり，ー音節の母音から子音へと経過

し やがて単語から文へと進んでいくのであるが， この間学習者は，その
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第一段階と して， 与えられた言語環境(即ち，ことばと，そのことばの背

景となる場面)からの刺激を，全身の感覚によって経験し， 模倣すること

により，次今と大脳のどこかに記憶し蓄積していくよ うである.これは

模倣の段階と呼ばれ.3才頃まで続くのであるが，その後は，創造の段階

へと移行していく.即ち，知能の発達に伴って， 学習者は以前の経験に類

似した，新らしい言語環境から刺激を受けると，それまでに大脳に記録さ

れて来た過去の経験の蓄積や，叉，経験と共に僅かに形成された概念等を

総動員して，自分の力で意味を理解しながらことばを獲得し，次第に有意

味な発言を可能にしていくのである.そして 6才頃には母国語の型が一応

身につくといわれている.

この創造の段階からを真の母国語学習ということができ，われわれ外国

語教育にたずさわる者が特に関心を持たねばならないところであろう.母

国語学習は，人聞が生活していくための道具的な行動と考えることができ

るから，その中の“主体的な要因"が特に重要な意味をもつものである.

人聞は環境から来る刺激の中から，主体的な欲求や場の要求にしたがって

重要なものだけを選択的に記憶し 不必要なものは無視する傾向がある.

それは，生活に必要なものを選択記憶するというだけでなく，可能な限り

少ない労力で効果をあげよ うとするエネルギ一節約の意味も含まれてい

る.というのは，人聞には経験したすべての事柄を記憶する能力には，お

のづから限界があって，刺激をそのま与の形で記憶せず，記憶しやすい形

に操作して記憶する傾向がみられるが，後に，それを場の必要に応じて，

過去に記憶されたことばの中から選択，再生，再構成しながら言語的な反

応をしつつ言語を獲得，拡大していくのである.われわれの日常の言語活

動も，常に上記の過程を経て行なわれていることを充分理解しなければ，

外国語教育に大きな間違いが生じる こと もあり得ると思われる.

われわれが母国語を記憶していくのに， “場面"はことばの意味の理解

をたやすくしているばかりか，前述の如く ，類似した場面の中で類似した

ことばが何度も反復されることにより，鮮明な概念形成に到達する助けと

なっている.これは，学習者が，ことばと同時に全身の感覚器官を通して

場面からの刺激を知覚することにより，そのことばのより正確な意味を理

解し， 更に数々の同類の場面を経験することにより，それらの経験を一般

化し， 明瞭な慨念形成へと発展させていくのである.そこには常に，学習
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者の主体的な環境への働きかけがあり，その働きかけが，次第に思考力を

発達させ， 更に意味あることばの構成へと導いていくのである.以上のよ

うに場面は単にそれと同時に学習することばを意味づけるためばかりでな

く，言語構成や記憶，その他の言語活動のあらゆる面と関係をもつために

外国語教育でも関心を持たれている点、なのである.

11 視聴覚教育理論の解釈の誤り

以上，母国語学習は環境，即ち場面への全身的な働きかけである ことを

改めて確認したわけで、あるが，全身的な， という ことは，全感覚或は多く

の感覚を通じて， とし、 う意味であり，ここに英語教育の中に視聴覚教育が

導入された一つの理由があったのである.

入門期のほんの僅かの時期を除けば，全く場面とは無関係な教育を強い

られていた英語教育界において，視聴覚教育の理論の導入と共に視聴覚教

具，教材の研究がすすみ，何らかの手法を用いて教室の中に場面を設定

し， 多くの感覚を通じて教育が行なわれるようになったのは確かである

しかし教室での使い方を観察する と視聴覚教育の理論が，かなり誤解され

ているよ うな面がしばしばみられるので，ここでその理論を再考する必要

があるように思われる.

視聴覚教育では，ことば偏重の教育は，経験を伴なわない放に概念形成

に役立たないという理由の基に，なるべく経験を，またそれが不可能であ

れば人工的な半具体的な経験を通して行なう教育が重要で・ある としてい

る.英語教育界で視聴覚教材を扱う場合に，必らず参考にされるのはDale

の理論である.彼は教育の中で学習者が使用する視聴覚教材を“経験の円

安住"という図で視覚化している(図 1). それは， 最も具体性の高い経験

として，直接的， 目的的経験(人工の手が加えられていない全く 自然の場

面の中での全身的経験〉を一番下におき，学校教育の中で使われる各種の

教材をその抽象度の増加にしたがって順次位置づけを行ったものである.

その頂点には，全く実体のない， したがって最も抽象的と彼が考える言語

的シンボルがおかれている. (ここでいう具体度，抽象度とは学習時の困

難さの程度ではなくコ 2ュニ ケーションのしやすさの程度と考えるべきも

のである.前の章でのベたように，母語国学習での概念形成は幼児の時か

らの全身的な環境への働きかけが，充分な時聞を費してなされるものであ
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図1 経験の円錐

ったが， Daleの，学校におけ

る学習の面での概念形成もま

た，教育者の手によって学習し

やすく構成された環境， 即ち

contrived experienceから上の

いわゆる 代行経験 (vicarious 

experiences)への学習者自身の

働きかけであって，そこから，

一般化，概念化へ発展していく

のが学習心理の点からみても最

適であると考えるものである.

これは彼によれば，実体のない

言語偏重の学習による誤解や不

可解を，出来るだけ避けるため

に，学習時に使用されることばを意味づける働きをする(代行〉経験と共

に学習すること， tlDち多くの感覚を通して学習をすすめるのが，鮮明な概

念、化に最適だという考え方から出て来たものである.

Dale自身のべているよ うに， この経験の円錐は彼の理論を充分正確に

表わしているものではない.例えば，ことばを最も抽象的なものと して頂

点においているが，彼はことば自体にも具体性の高いものと低いものとが

あることを認め，また，各段階の経験は，すべてことばと無関係なのでは

なく，その各々がことばと密接な関係をもたなくては学習は成立しないと

いうことを大要次のように説明 している.

ことばは，円錐の中の経験のどの段階とも関連をもつものである.例え

ば fieldtripであれば fieldtripの経験をしているうちに，同時に与え

られることばの刺激を理解し 意味づけが行なわれ，概念形成に進むの

である. したがって経験を与えずに， ことばだけで教えよう としても

communicationを困難にして，理解から概念形成にすすむ過程が非能率

的となる.

経験の円錐の説明の中でもこの部分が極めて不十分であって，その理論づ

けが~~~、上に， 円錐形とし、う視覚的シンボルを前面に打ち出 して彼自身の

理論を伝えようと したところに，誤解を招いた原因があるのではないかと
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考えることができる.

即ち，頂点にことばを置いたことにより，あたかも，ことばはその他の

経験とは無関係であり，抽象度が高いために “こ とばを避けて，具体的，

代行的な経験によって学習させるのがよし，"と主張しているような印象を

強く与えて しまったように思われる.これは“多くのことばより 1つの経

験"という彼の基本的な教育理念を正に地で行ったために生じた誤解であ

ろう .しかしわれわれはこの例により，視覚刺激がし、かに強い印象を与え

るものであるかということと，ことばと統一のとれない視覚的シンボルの

提示はいかに学習を混乱させるかをよく銘記する必要があると思われる.

視聴覚教材の使用法には細心の注意がし、ることも，この例でよく理解でき

るであろう.

Daleの理論は， 概念の習得を目的とする教科のための学習理論である

から，それを技術習得を目的とする英語教育の中に，そのまま，導入する

ことは極めて危険といわざるを得ないが，ことばとい う比較的抽象的なも

のを扱う場合には， 参考にすべき点が数多くみられるであろう

III英語教育における “絵"と視覚心理

ここで問題をわが国の英語教育の中で使用されている“絵"に転じてみ

よう .上に母国語学習時の概念形成過程と視聴覚教育での直接経験及び代

行経験による概念形成の概観をのべたのは，現在一般に行なわれている教

室などでの絵の使用の しかたにはそれらの点からみて問題があると思われ

たのがその理由である.

わが国の英語教育を考える場合，先づ次の二つの悪条件に留意する必要

がある.即ち，教室の中では， ことばの意味理解を助ける，環境から来る

具体的経験が殆んど得られないことがその 1つであり，今1つは， 学習者

の殆んどが，中学1年 (13才〉から学習を始めるのであるが， この時期はす

でに，母国語の基礎的習得がすでに終った段階で-あるとい うことである.

言語は場面との函数であることは多くの学問の分野で証明されているこ

とであるが英語教育に使用する絵は， 教室の中に存在しない現実の場面

を，比較的現実に類似した場面に変えて，一時的に設定することが可能で

ある とい う点で，使用の しかたによっては非常に役立つ補助教具である と

されている.
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再び Daleに戻るが，彼は絵による学習を，単感覚による学習であると

して，かなり抽象度の高い所に位置づけている.しかし絵は，その描き方

により，具体性を高く して，より現実に近いものにすることは可能である

し また同時にことばを使用することにより具体度をかなり高めることが

可能で，半具体的な経験を与えることのできる便利な教材であると考えて

よい.実際の経験からいっても，絵はその他の視聴覚教材と異なり，必要

な時に必要なものを，生徒の能力に応じて自作することが出来，提示の際

に時間的制約を受けず， しかも持ち運びゃ提示方法も至って簡単であると

いう利点を備えている.更に又，抽象度の高いことばのみによる場面設定

の不明確さを減少したり，ことばではとうてい不可能な場面の転換がすば

やく行なえる，など場面設定に関する絵の長所は数多くあげることができ

る.しかし以上のことはあくまでも “正しい(適切な〉絵を使用した場

合"としづ条件の下においてであることは，常に念頭におく必要があろう.

外国語学習の場合，その言語材料は， 学習者による意味づけがなければ

学習は成立しない.この意味づけは母国語学習の場合と同じく，感覚を通

じて行なうのが理解も正確であり，したがって，記憶保持にもつながるこ

とは心理学的にも認められていることである.物事の認識過程を， 具体か

ら抽象への概念の発展過程であるとする考え方は，言語や概念形成の学習

の面でも認められているものであり，その意味でも学習は，ことばだけを

媒体と して行な うより，英語学習の場合には，場面を教室の中に持ちこん

で行なう方がより効率的である と考えることは充分理解出来る.

この理由に基づいて，英語教育の特に低学年のクラスでは，学習するこ

とばの意味づけを促進するため，場面設定とい う理由のもとに抵抗なく絵

が使用されていることは事実である.ことばのみの学習に加え絵を使うこ

とは一つの代行経験による学習になるから，一応視聴覚教育の理論にも叶

うものである.しかしこの絵が，果して学習を能率的にしているかどうか

は甚だ疑がわしい問題である.

ここで“絵"の使用に関して留意せねばならぬいくつかの点について検

討してみよ う.

① 学習者にとって，絵の助けを借りない場面作りは可能である.

われわれが母国語で、言語活動をする場合，話し手が外部からの刺激を

受けて発話するまでに必らず何らかのイメージが頭の中に浮び，それが
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ことばに意味づけをして，発話とし、う行動に至らしめるとし、う過程をと

ると解釈してよいであろう英語教育の場合，絵は実際の場面の代理的役

割を果すために使用されるものであって，教師の側では望ましい発話を

促すことを目的として，絵と L、う視覚刺激を与えているのである.前述

のように，発話の際には必らず脳内にイ メージ作りの段階を伴なうもの

であるが，絵は，学習者のイメージ作りをたやすくするための作用をも果

して くれる.そこで、留意、せねばならぬことは，中学の低学年の段階で扱

われる英語の言語材料は，抽象的な概念の表現は少なく，殆んどが具体

性の高い表現の学習であるといってよい.具体性の高い表現は，母国語

において，この具体性の高い表現は， 1にのベた創造の時期に，実際の場

面の中で主体的に操作し，構成しつつ一応学習を完了しているために，

特に絵の助けを借りなくとも容易に，相手の発話のイメ ージを作り，叉

自分の発話の段階でもイメ ージ作りは簡単になされていると思われる.

例えば Motherand Kathy are cooking in the kitchen とし、う文を聞き，

話し，読み，書く練習を行なう場合のことを考えてみよう .偲国語にお

いては，この程度の意味のことばは，まさに場面の助けを借り，時間を

q~ し，何回も同様な経験を重ね， それを一般化する過程において意味を

理解し，自由に使用することが可能になるのである.しかし中学英語で

それと同じ程度の表現を学ぶ際には，自己自身の力で充分意味の理解は

出来ると考えるのは誤りであろうか.わざわざ絵を提示することは，中

学生の能力からみて非常に幼稚な手拡ーで‘あると考えられるのである. ピ

アジェによれば，学校に行く頃から自己中心語が消えて社会的思考が可

能になるということであり， 又10才以後に， 一般に通用する思考方式

が獲得される とい うことで，いづれにしても中学生程度では，すでに思

考は可能であり， 4~5 才の幼児期にあっても ， おとぎぱな しなどをき

いて理解することができるのであるから，中学生では英語であっても具

体的な表現の学習においては，特に他律的な刺激によってイメ ージ作り

を助けなくても，主体的に架空の場面を頭の中に描く能力は備えている

と判断してよいと思われる.こ とばだけで架空の場面作りを強いる方法

を採用する方が，学習に適度の抵抗感が生じ，それに基づいて正しい聞

きとりや発話へと導いてけば，成功感，成就感はそれだけ大きく，次の

学習への動機づけにもなり，学習心理の面からみても中学生の年令に相
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当した方法であると考えられる.

学習心理の中でも，学習は抵抗を少なくし成功感を数多く与えるのが

よいとする意見もあるが，それは中学以下の低学年の生徒に当てはまる

ものだと解釈する.したがって中学校の段階においては，余りに幼稚と

思われる絵は使用しない様に努めるとよい.絵は何回も使用できるとい

う長所をもっているが，幼稚な絵をしばしば使うと学習意欲が減退する

恐れがある.

② 想像力や連想能力の発達の妨害.

最近英語教育の中で， 言語活動ということばの使用が著るしくなって

来ているが，教室内で絵を使う場合には， 学習活動と言語活動との区別

をよく理解しておく必要がある.授業の中で新らしい語句や文型を理解

し， 表現するために， ある刺激に対して望ましい反応だけを得るよう

controlする手法を学習活動といい， 1つの刺激に対していくつかの適

切な反応を選択する訓練を言語活動といってよいであろう.

母国語学習においては， 実生活の中に，同類の場面がしばしば反復生

起するためにこの二つの学習は適当に混合され，新らしい場面において

は適切な反応を選択すること(即ち，過去の経験の新場面への転移〉が

容易に行なわれ， 1つの刺激を知覚すると，あとは個人の経験にしたが

ってそこから，さまざまな連想へと発展し，抽象概念に到達する.これ

によって母国語の言語活動は豊かさを増していくのである

しかし英語学習においては， 言語活動を円滑にすすめるには，その前

の段階の学習活動において，正しい聞きとりや表現法を充分に練習して

おかなければならない.この段階では前述のように刺激として与える絵

ふ連想の可能性を広げるというよりは，単に望ましい反応を生起させ

るためのものであるから，絵とそれに付随する発話との連合が強固とな

り，転移がおこりにくくなる.したがって，絵を学習活動だけに使用す

ることは，想像力や連想の減退を招く結果になるといえるであろう .1 

つの刺激に対して1つの反応を求めるこの手法は英語教育に不可欠のも

のであり，上記の説明でも明らかなように，この方法のみによると応用

力に欠ける面がみられるのは事実であり，第二次世界大戦末期の ASTP

(アメリカ〉の教授法の大きな欠点の 1つである“応用力の不足"も，

以上のような原因によるものであると説明できる.
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この欠点を補な うためにも，与えられた刺激から適切な反応を選択し，

自由な言語活動へと発展させる訓練を無視してはならないであろう.

③ 学習事項と関連のない絵は，学習にマイナス

人間のどの感覚にも当てはまることであるが，外部からの刺激を知覚

する場合に，その解釈の しかた(意味づけ)には大きな個人差がある，

とい うことである.現実の場面から受ける刺激もその例外ではないが，

現実を代行する絵は，自然の環境を2次元の世界に移すわけであるから，

その絵の解釈の個人差は更に大きくなる といえよ う.教室の学習場面で

は，この個人差をなく すために，教師は何らかの手法を用いて解釈の統

ーを計らなければならない.その結果ある生徒にとっては自分の解釈と

はちがった解釈を強いられることもあり得ることであって，そのような

場合は，その絵は，その生徒にとって，学習を助ける視覚シンボルの働

きは全く無くなり，学習事項と無関係な抽象的シンボルにすぎない存在

に変化してしまう.したがって教室内では，その抽象的シンボルと同時

に与えられる言語材料の意味づけをたやすくするどころか，学習を非能

率的にするばかりでなく，学習の不成立へと導く ことになる.これは単

に視覚教材を使えば場面の設定になるとし、う安易な考えに基づくもので

あろう .

抽象的なシンボルを与えられて具体的な場面を連想し しかも英語の

発話に移すことは，言語の発達段階からいってかなり高度の段階で行わ

れるものであって，中学程度の年代では無理であると言わざるを得ない.

この問題を解消するために，学習に使用する絵としては，何の説明を

加えなくとも，それを提示しただけで望ま しい発話を促がす動力として

作用するものを準備すべきである.

また，解釈の個人差とは関係なく ，最初から，発話と闘係ないような

絵は絶対に使用しではならない.

IV実例

ここでこれまでに公表されたものの中からし、くつかを拾って考察してみ

よう .

次頁上の絵(図 2)は中学二年の受動態の学習に使われたものである.最

初にこの 絵を使ってノξン摩さんはパンを作る A baker makes bread. : 
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図 2

から入りパ・ノはパン屋さんによって作られ

る:Breadis made by a baker.の文に転換

し学習する諜であった.生徒は長い間絵を

見せられ，能動態，受動態の文を帰納的な

方法で指導され，以下6枚の絵によって受

動態の文に作っていくやり方をとっていた

が，この絵は能動の意味も受動の意味も表

わしていない. どうみても“パン屋さん

〈これも不明瞭〉がパンを持っている"と

しか解釈できないのである.

受け身の文を正確に視覚化することは，

扱かう言語材料によ って非常にむづかしい

が， この場合少なくとも能動態の文が出て来るような絵を使用しなけれ

ば，時聞をかけて絵を作成し使用する意味がないと思われる.

次の二枚(図3，図4)はNHK通信高校講座Iに使われたものである.こ

れは後に修飾語を伴なった過去分詞の形容詞的用法の説明で，それ全体が

名詞を修飾する場合には，文が二つに割れて形容詞がその中に入る という

学習事項である.視覚刺激の中でも動きのあるものは特に印象が強いこと

を利用して作成されたものであろうと思われるが必要なのは講師の上手な

説明と，文を二つに割ってその中に別のものが入るとい う一寸した動きだ

図 3
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けで充分であるよう

に思われるが，これ

らの絵には余計な要

素が多過ぎる しま

た高校生のための視

覚刺激としては次元

が低すぎる感があ

る.図3の熊と，図

4の自動車 ・リフト

などは文型の学習に

は全く関係がな い

し 講師の説明にし



図 4

図 5

文が作れるのではないかと思われる.

たがって熊が看板様

のものをも って下か

ら上って来たり， リ

フトカ ーの品物を上

の方に動かしたりす

る様に作成されてい

たけれど，このよう

な絵自体不必要であ

り，年令的にも興味

を示さない.

次の絵(図5)は同

じNHK通信高校講

座Iの受動態の学習

に使われたものであ

るが，視覚刺激と し

ては，すぐれた例と

してあけ'たい.彼の

本は至る所で読まれ

ている :His books are 

read everywhere.に

使われたもので，あ

る程度の指導を受け

た後であればこの絵

から比較的望ま しい

(注〉 以上の図はすべて印象に基づき筆者が書き直したものである.

V おわりに

本稿の始めにも述べた通り，中学高校の英語教育においては多感覚によ

る学習がすすめられている. この小論では，英語教育と絵の関係につい

て， 母国語の習得過程と視聴覚教育の理論を基にして再考してみたのであ

るが， 絵の描き方により，又提示の しかたにより，必ずしも効果的といえ
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ない面がみられた.現場の教師達も， “多感覚による教育=効果的"とい

う考え方に疑問を抱きはじめ，それに闘する実験もみられるようになって

来たが，その結果は必ずしも多感覚による教育に有利なものばかりではな

くなって来ている.その点英語教育誌上 (1976年2月〉 に掲載された光山

和雄氏の「英語聴解に及ぼす映像刺激の影響」とし、う実験報告は，勇気あ

る画期的な研究といえよう

授業中に絵を取り入れることは一見教師の積極性を表わすようである

が，問題はそこにあるのではなく，どんな学習者にはどんな種類の絵を，

何の指導にいかに使用するかを考えることが問題なのである.それに教師

は何よりも先づ，言語学刊の原点に戻って絵の利用を研究し，充分な考察

の結果，効果がみられないと予測できるところには絵の乱用を避けるべき

である.それには言語学，心理学の知識が大いに必要になって来る.

ここで取りあげなかった大学の英語教育においても，聴覚教材と共に視

覚教材を提示するのは教育の面での過保護的現象といえよう .彼等にとっ

ては，ことばにより，頭の中に， 主体的に場面を作って学習させる方が，

自由なイメージ作りが出来て，想像の範囲も一枚の絵で限定するよりはる

かに広いものとなるであろう.母国語学習から概念形成に至るまでの過程

は，英語教育に参考にすべきことであるが，中学以上の年令になってから

の英語学習が，幼児期から始まる母国語学習とどの点を異にするかを明確

に認識しそれをどんな補助教具によって教えるのが心理学的にみて最も

効果的かを研究することは重要なことである.

学習心理学では多くの法則の中でも，学習者に興味を喚起することに大

きな意義を見出している.しかしある程度の年令に達した学習者述には，

その授業の内容が容易に判ることに興味の喚起の第一段階があるのであっ

て， 視覚教材や聴覚教材を{史うことにあるのではないとい うことを，われ

われ教師は充分理解する必要があろう .

以上
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Nouns Converted from Verb-Particle Combinations 

蔭 山友行

現代英語，特に最近のアメリカ英語では FunctionalShift (Conversion) 

と呼ばれる品詞の転用(機能推移)とし、う現象がしばしば見られるようで

ある.その中でもっとも多いのは lUXU1ッ hotel(=luxurious hotel)の

luxuryのよ うに名詞の形容詞と しての機能への推移である. 他方， 各品

詞の名詞への転用も盛んである_Kissinger on the goや Am巴rica:A 

country on the 1冗ove

That scene has been repeated many times in the unequal world of 

American education; at good schools， the“haves" always want to 

keep the“have-nots" out. (Newsweek， January 1， 1973) 

など動詞go，move， haveの名詞への転用，さらにはEducationis a must 

if you want to get ahead. の must (必要不可欠のもの〉のような助動

詞の名詞への転用，また

The Ups and Downs of Economy 

The War in lndochina-一一TheIns and Outs of Peace 

(Newsweek， November 20， 1972) 

のような前置詞あるいは副詞の名詞への転用さえ行われているのである.

2 

これらは単一の語の品詞が他の品詞に転用された例であるが2つの語が

結合して動詞と しての機能を果している Verb-Adverb Combination or 

Verb-Particle Combinationり(動詞副詞結合 あるいは動調と不変化詞の

結合〕においてもそれらが一語となり名詞にまで転化している例が数多く

ある.たとえば pay0任とし、う結合を例にとると次のようになる.

The effort pays off in the long run. 
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It is unlikely that a shrewd money man like Tanaka would not at 

least know about payo_酔 inthe deals. (Time， August 9， 1976) 

以下このような動詞と しての結合とその名詞への転化の例をいくつか挙げ

ると次のようになる.

follow upと follow-upの例

The President was most concerned about the fighting in Cyprus， 

which directly a丘ectedtwo of the U.S. 's NATO allies， Greece and 

Turkey， but he was also anxious to folloωUp on his assurances that 

he would pursue the Nixon Administration's foreign policy 

(Time， August 26， 1974) 

Under these circumstances， there seems little prospect of an im-

mediate follow-up to the theme struck during a Paris EEC summit 

last October that called for “transforming， before the end of th巴

present decade...the whole complex of the relations b巴tw巴enmember 

states into a European Union." (Newsweek， January 1， 1973) 

( 1) A ten-month campaign by some of the highest past and present 

o伍cialsof the Nixon Administration to cove7・ uρtheirin-

volvements was crumbling. (Time， April 30， 1973) 

(1') McCord's talk electrified the hearings-and sent the panel 0任

full-tilt in pursuit of the story of the Watergate cove7--Uρ 

(Newsweek， May 28， 1973) 

(2) A month ago， Weidenbaum began working out the details of 

a wage-price freez巴;at the same time Volcker stepped uρhis 

study of the specifics of cutting the dollar loose from gold 

(Time， August 30， 1971) 

(2') Most were routine queries about wage steρ-ups， promotions， 

rent rises and the prices of everything from cigarettes to cars. 

(Newsweek， August 30， 1971) 

( 3) Schlesinger seems just the man to shake up the CIA. 

A seasoned scholar， bureaucrat and Republican， he enjoys the 

confidence of President Nixon. (Time， April 30， 1973) 

(3') THE CIA-The Big Shake-Up in a Gentleman's Club 
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(Time， April 30， 1973) 

(4) For the Administration recognizes it is impossible to adjust 

for inequities under a freeze， and th巴 injusticesbuild ulう so

rapidly that 90 days is almost the outside limit th巴U.S.could 

tolerate. (Newsweek， August 30， 1971) 

(4') 1t was discontinued in 1969 to slow down the racing economy 

that resulted from the Viet Nam buildup 

(Time， August 30， 1971) 

( 5) Last week Taiwan mad巴 it“crystallyclear" to Japan's unof-

ficial emissary Osamu 1tagaki that it would rath巴rcut off 

Japan Air Line's enormously profitable Taipei・Tokyorun than 

accept Tanaka's arrangement. (Time， March 18， 1974) 

(5') 1t is unlikely， though， that Libyan Leader Colonel Muammar 

Gaddafi， a blunt critic of th巴U.S.，would permit a meeting 

in Tripoli that was likely to lead to an elimination of the oil 

cutoJf. (Time， March 18， 1974) 

( 6 ) His trip to China is almost certain to bring him political 

r巴wards，but come Election Day 1972， mending the nation's 

pocketbook could pay off at the polls as Peking never would. 

(Time， August 30， 1971) 

( 6') 1t is unlikely that a shrewd money man like Tanaka would 

not at least know about payoffs in the deals 

(Time， August 9， 1976) 

(7) Finally， at 2: 24 p.m. EST on Tuesday， Dec. 19， the space-

craft splashed down 350 miles southeast of Samoa 

(Newsweek， January 1， 1973) 

(7') On the eve of their sρlashdown， the astronauts held a press 

conference in space， answering newsm巴n'squestions relayed 

to them by Mission Control. (Time， January 1， 1973) 

(8) Washington's policies toward China had hardened almost as 

soon as the Communists took over that country in 1949. 

(Time， April 26， 1971) 
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(8') Several times， however， Mr. Nixon added the qualifier that 

all he expected of Vietnamization was that it leaves Saigon 

with “not the sure capacity but at least the chance" to pre-

vent a Communist take・over. (Newsweek， April 26， 1971) 

以下，名詞だけの用例を示すと，

( 9 ) Similar markups in the bill for German cameras， Swiss watches， 

and British tweeds will soon hit the American buyer 

(Newsweek， August 30， 1971) 

(10) On the contrary， his third term constituted in many respects 

a disappointing letdown from th巴 high quality of his first 

two. (NYT， Oct. 25， 1970) 

(11) 1t is recognized that the impact of a change-over to metric 

standards would be felt chiefly by industry and commerce 

(NYT， Sept. 6， 1970) 

(12) You see， Shirley， children come into this world without any 

hangups about color or anything else. W巴 grownupsare the 

on巴swho give it to them. (TEC， Dec. 1971， p. 30) 

(13) The speedup in college studies is a major recommendation of 

the Carnegie Commission on Higher Education， which reported 

on November 23: 

(U.S. News & WORLD REPORT， Dec. 7， 1970) 

(14) ...，for this would strengthen the U.S. argument that a peace-

keeping force is necessary to maintain the Middle East 

standoff. (Time， April 26， 1971) 

(15) 1n addition， this uprising， like the recent California prison 

flare-ups from Soledad to San Quentin， signaled a rising 

militance within the prison population 

(Newsweek， Sept. 27， 1971) 

(16) “There is an unreasonable stretchout in formal education，" 

Dr. Wilson said 

(U.S. News & WORLD REPORT， Dec. 7， 1970) 

(17) Then， in a surprise twenty-minute TV address Sunday night， 
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the President unveiled a stunning turnahout in economic 

strategy a bold new program in its way as dramatic and 

momentous as his recent China initiative. 

(Newsweek， Aug. 23， 1971) 

(18) 1 mean， this total f7-eeze-out on details for big Ray 

(Erich Segal: Love Story， p. 34) 

(19) Last week， because of a fouZ-up in finding an interpreter， 

Washington allowed Sato only a ten-minute warning of its 

latest bombshell. (Time， August 30， 1971) 

(20) Since the breakup of the tanker Torrey Canyon in 1967， 

Britain's south shores have b巴巴nregularly lacquered by hun-

dreds of thousands of barrels of crude petroleum. 

(Newsweek， April 26， 1971) 

(21) The French do not advocate withdrawal of the 310，000 U.S. 

troops now in Europe， but their recent obduracy may well 

strengthen the pressures back in Washington for a pullout. 

(Time， March 18， 1974) 

(22) Separatist suspects in Jackson: Shoot-out at the new capital 

(Newsweek， August 30， 1971) 

(23) Until then， tassengers on many runs face equipment break-

doτ:vns and a decline in comfort. (Time， March 18， 1974) 

(24) All the gains would evaporate at once; prices would rise 

sharply to make up for the hold-down， and wages would 

jump to keep pace. (Time， August 30， 1971) 

(25) Although too respectable to associate openly with the Blue 

Storm， Fukuda would have its support in a showdoωn with 

Tanal王a. (Time， March 18， 1974) 

(26) That required a draw-down in gasoline inventories that， if 

repeated， could have serious e任ectslater this year unless the 

Arab embargo is eased. (Time， March， 18， 1974) 

(27) The product tie-ins， valued at $ 6 million， were designed to 

“create a third level of awareness，" says Paramount Promotion 
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Director Charles Glenn. (Time， March 18， 1974) 

(28) The political turn-正lroundwas formalized on the national level 

in the spring of 1969 at the Ninth Party Congress 

(Time， April 26， 1971) 

(29) What prompted the turnabout? Earlier in the year， Nixon 

ruled out a tax cut as a means of restarting the economy 

(Time， August 30， 1971) 

A.G. Kennedyはこのような Verb-AdverbCombinationより転化した

名詞のことを CombinationNouns (結合名詞)と呼び次のように述べて

いる 2)

Perhaps the newest creations or adaptations in pres巴nt-dayEnglish 

may be said to consist largely of th巴s巴 combinationnouns 

今から 50年以上も前の 1920年に Kennedyが「現代英語の最も新しい創

造と適応は，おそらく主と してこれらの結合名詞から成っていると言える

かも知れなし、」と予見したこの CombinationNounsは，その後も現代英

語の中て、急速な増加の一途をたどっているのである.

3. 

次に最近7年間 (1971-1977)のアメリカの新聞 ・雑誌，主に Time，

Newsweek， The New York Timesより集められた 115の結合名詞を動

詞の後に位置する Particl巴によって分類すると次のような結果が得られ

る.なおカッコ 内の数字は OEDによって調べた初出の年度である.

UP holdup (1885)， speedup， pickup (1860)， step-up， roundup (1769)， 

linkup， smashup (1858)， closeup， tie-up (1714)， crackup， tuneup， 

windup (1665)， change-up， walk-up， put-up (1891)， setup， checkup， 

shake-up， shakeup (1873)， follow-up， hangup， makeup (1821)， pile-

up， clos巴ーup，pin-up， line-up， lineup， flare-up (1859)， set・up，break-

up， cover-up， letup (1856)， let-up， backup 

OUT pullout， shootout， freeze-out， sellout， tryout， share-out (1906)， 

strikeout， shutout， holdout (1893)， turnout (1866)， readout， black-

out， cop-out， print-out， fade-out， handout， fallout， pop-out， drop-

out， walkout (1919)， blow-out (1826)， knock-out (1854)， lockout 
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(1860)， layout (1888)， check-out 

OFF playo任(1906)，stando妊(1883)，kickoff (1857)， spin-o任， lead-

o任， turno任(1889)，cuto妊(1741)， drop-o妊， lifto妊， blast-off， ripoff， 

sign-off， layo任， take-o任(1826)，payo任， come-o妊(1634)，trade-o任

DOWN knockdown (1698)， letdown (1768)， slowdown (1897)， touch-

down， rundown， breakdown (1832)， shakedown (1730)， crackdown， 

splashdown， put-down， showdown (1898)， clampdown， countdown， 

crankdown， shutdown (1889)， draw-down， hold-down 

IN check-in， teach-in， sit-in， love-in，drive-in， break-in， ti巴ーin

o VER turnover(1660)， holdover (1888)， take-over， stopover (1893)， 
change-over (1920) 

OTHERS come-on， clip-on， breakthrough， follow-through (1879)， 

turnabout (1598)， turnaround， go-round， cutback， rollback， come-

back (1825)， flashback， pullback (1698)， setback (1674) 

Particleによって分類された結合名詞の数を見ると UP...…30OUT..、…

25 OFF......17 DOWN......17 IN......7 OVER......5 BACK......6 

ON...…3 その他若干の about，around， throughとの結合が見られ up，

out， off， downのように副詞的性格の強い動的な particleに結合名詞が多

く全体の結合の約80%を占めている ことがこの調査から分る

4. 

今度は動詞の面からこれらの結合名詞の分類を考えてみよ う.Kennedy 

は動詞副詞結合を構成する主要な基本動詞を 25個挙げているが今これら

の基本勤詞別に集められた資料を分類し その数を表で示すと次のように

すζる.

back.. ....backup 

blow......blow-out 

break..….breakup， breakdown， break-in， breakthrough 
bring... 

call... 

come...…come-o任， come-on， comeback 

fall......fallout 
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get.... 

glve... 

go..... .go-round 

hold......holdup， holdout， holdover， hold-down 

lay..….layout， layo妊

let...…let-up (letup)， letdown 

make......makeup 

put......putべlP，put-down 

run..... .rundown 

set..…setup(set.up)， setback 

take...... take-o丘， take-over 

turn...... turnout， turno妊，turnover， turnabout， turnaround 

work...... 

do...... 

fix... 

look.... 

pull......pullout 

shut..... .shutout， shutdown 

この結果から turnがもっとも多い5個の結合名詞を作り， 以下 break，

come， holdといった動詞が後に続いている.また，これら25の基本動詞

との組み合せによ って作られる結合名詞は合計で35個となり資料全体の

約30%を占めていることが分る.一方， 資料として集められたすべての

結合名詞を構成している動詞は，この資料で見る限りすべてがone-syllable

の動詞であることも注目に値する.そして，これらの個々の動詞について

その動詞が，本来，動詞としての機能しか持っていないものなのか，ある

いは動詞としての機能の他に名詞としての機能をも兼ね備えているかを検

討してみると，次の 7つの結合 fade-out，come-off， slowdown， sit.in， 

teach.in， come-on， come-backにおける fade，come， slow， sit， teachの5

つの動詞の他はすべて動詞と名詞の両機能を持ち合せているとL、う結果が

得られる.これらの動詞の数は全体の 96%近くにもなっている. これら

のことから Verb+ Particl巴の結合が名詞化される場合の動詞は， 一般に
よく知られた基本動詞に多く，圧倒的にそれ自体で名詞としての機能をも
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備えた単音節の動詞であると言える.

5. 

資料と して集められた給ー合名詞の例を 3.で調べた OEDによる初出の

年度別で分けると次のようになる.

1501-1600 1 1601-1700 7 1701-1800 5 1801-1850 5 

1851-1900 20 1901- 73 

1937年にU. Lindel討 が NEDをもとに結合名詞の例を 1377年初出の

run-aboutから年代順に約430挙げているが3九それによると

1500年以前のもの 4 

1501-1600 (16C) 25 

1601-1700 (17C) 27 

1701-1800 (18C) 34 

1801-1850 (19C前半) 75 

1851-1g()() (19C後半) 181 

1901以降(調査の時点まで) 84 

この Lindelofの調査によっても， また今回の調査でーもこれら結合名詞の

数は19C後半から増えはじめ特に今世紀に入ってからの急激な増加が顕著

である.なお，初出の年度が書いてないものは，OEDが1930年頃までの

例しか扱っていないためで，それらはそれ以降の特に近年になって使われ

るようになったものと推測される.

今，この結合の歴史的な発達の過程をみると OEでは outlet，income， 

downfall， overthrow， outbreak， downthrow， forgive， overtake， under-

stand， withstandなど非分離接頭辞(inseparableprefix)のついた複合動

詞(verb-compound)が多く作られた.ME以後はこの verb-compoundは

増え，これに代って verb+particleの結合が発達していった.そして ModE

初期よりこの結合が急速に増加し その後にこれらの結合のいくつかは

one wordになり名詞に転化していったと思われる.以下，いくつかその

用例を示すと次のよ うになる.

Verb-Particle Combination 
Verb-Compound ν 一一歩 Combination 一歩 Noun 

outbreak (1602)ー→ breakout →breakout (1820) 
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6 

outlet (1250) 一→ letout ー→ let-out(1836) 

downfall (1300) 一一歩 falldown 一一~ fall-down (1829) 

downthrow (1615)一一歩throwdown 一一歩 throw-down(1903) 

income (1300) ー→ comein ー→ come-in(1870) 

overthrow (1513) 一一~ throw over 一一今 throw-over(1819) 

ドイツ語の分離動詞，たとえば einsteigen， umsteigen， aussteigen， 

zuruckgehenなどの動詞は次の例文のように文中で分離されても V-V'

が緊密なワグ構造で結合し両者 (V-V')で1つの概念を表している.

V・・ H ・H ・.'7 !J………V 
ein : steigen Ich steige in Munch巴nein. 

um steigen Ich steige in Munchen U11l. 

aus : st巴igen Ich steige in Munchen aus 

Y…...・H ・-…ワ P…ー……….V'
ziiruck : gehen Er geht nach seiner Heimat zめ-uck

(He goes back to his native country.) 

英語の場合でも次のように particleの位置にかかわらず Verb(V)と

Particl巴 (V')で緊密に結合し，ひとつの考え， 行動を表したり，結合し

て新しい意味を獲得しているので Verb+Particleでやはり V-V'の一種

のワク構造を成していると考えられる.

( The lawyer got off the prisoner. 
f y  v 
The lawyer got the prisoner off. 

Y……ワ ヲ ……V

( We got in the report.-→'¥Ve got the report in. 1 V V Y W 布
He gave uρhis smoking.一→Heg，αve his smoking up. 
、vV' V…… '7!J ……V 

iH b…the things we lost 
V V' 

He brought the things back that we lost. 
V..... ・・・ワグ・・・・ ....V' 

He brought the things we lost back. 
Y…………… ワP…ー……….V'

このようにドイツ語の分離動詞と英語の Verb+ Particle の結合との聞に

は緊密なワク構造とし、 う類似性が見られるが， ドイツ語とこの結合との関
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係について次のように SimeonPotterは述べている4ヘ

7. 

Phrasal verbs are characteristic of the German languages. You wiU 

find few in the Romance or Slavonic tongues. Some English writ巴rs，

like Johnson and Gibbon， use them rarely 

1967年に AnnaH. Liveがこの Verb十Particleの結合上の特徴を分

析するために，objectの位置が verbとparticleの聞にくるのか，それと

もparticleの後に置かれるか，すなわち mid-posi tionか post-posi tionか，

また stressが verbと particleのどちらに置かれるかなどについて次の

ような分類基準を設け，各結合がこの分類のどこに属するかをひとつの表

にして Tableof Verb Combinationsとしてまとめている幻.この表に使

われている記号は次の 6個である.

The symbols used in the tables are: 

M {pronominal m~~-o~ject; n.oun-object position optional， 
lstress on particle in passive. 

M， like M， but noun-object almost always in mid-position 
P {object in pos~ -position 
lstress on verb component Iil the passlve. 

X “idiom"-no passive， stress on particle 

※“idom"-no passive， stress on verb component 

~ metaphorical 

(A.H. Live，‘The DiscontInuous Verb in English') 

そして， この中の M-constructionと P-constructionの例，さらに各々

の passivetransformationの modelは次のようになる

M -construction 

N， V ProN Pa ) I (passive transformation) 
(Mary toned it down.) I 

N， l 
~， V ，.， ~~ ，Pa ~ --+p';oNi be Ven P五(byN，) 
(M'ary toned the radio do~n. ) i→ I01"J 

I Th巴 radio1 was toned down t:L.. .~~-l -l!::_ . h ~ _nìj!~ ¥ ~ U'" Uau>VJ .vu" Lvu(by uM釘 y)(Mary toned down the radio.) J H ) 

(Pa representing“particle") 
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P-construction 

N， V Pa N， ) N， 1 
(The me~bers vo;ed~;: ;h~ contract.) I P~oNJ be Ven Pa (by N，) 

》ー一歩

N， V Pa ProN I The contractl was votedらn
(The members voted on it.) J It f (by the 

members). 

そこで， どのような結合上の特徴をもった Verb.ParticleCombinationが

それに対応する CombinationNounに転化するのかを調べるため， この

Table of Verb Combinationsと集められた資料とを照合し分類すると次

のような結果が得られる.

M --step.up， holdup， pickup， closeup， tie.up， windup， tuneup， 

put.up， setup， close.up， pin.up， sellout， readout， handout， 

blow.out， kickoff， turno任， breakdown， countdown， shutdown， 

try.on.. ... .20 

日 一一shake.up，follow.up， hangup， makeup， breakup， tryout， shut. 

out， holdout， turnout， dropout， knock.out， layout， drop.o任，

layoff， take.o任， payo妊， knockdown， letdown， rundown， 

shakedown， put.down， turnover， put.on， cutback， setback 

..25 

M， 一一一walk.up......1

.r~:L --holdover， take.over， follow.through......3 

P 一一一sit.in.・ー・.1

X 一一 letべlP，shootout， fade.out， fall.out， playoff， standoff， come. 

o妊， crackdown， stopover， breakthrough， comeback， draw. 

back......12 

M， P -drive.in......1 
出，.p -run.through..一・・1

(M......20， M.. ....25. M，・・ ..1， 日1・・・...3，P ......1， X......12， 
M，P.…..1，日，.P......1) 

この結果，M型結合の数がもっとも多く， M，国， X型の 3つの結合で全

体の約 90%を占めている.このことから名調に転化しやすい Verb+Par.

ticleの結合は，

(1) 目的語としての代名詞は mid.position
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(2) 目的語としての名詞は mid-positionまたは post-posltJon

(3) particleに stressが置かれる

(4) idiomとして，また metaphoricalな用法で用いられる

以上の 4つの特徴をも っていることが分る.

8. 

次に，この結合名詞の語形の変化の過程を考察してみよ う.今，break-

throughとし、う語を例にとると，この結合名詞が使われるよ うになった今

世紀初めの頃は次に示すへ ミングウ ェイの作品の中の例のように Verbと

Particleとが分離されたままの形で名詞として使われていたようである

We heard that the attack to the south had been unsuccessful. They 

did not attack that night but we heard that they had bγoken through 

to the north. (動詞としての用法〉

1 asked about the break through and he said that he had heard at 

the Brigade that the Austrians had broken through the twenty-

seventh army corps up towards Caporetto. (名詞としての用法)

(E. Hemingway， A Farewell to Arms， 19・29)

その後，発達につれてハイフンで結ばれ複数変化さえ見せるよ うになって

くるのである.

Every now and then， in the e丘ortsto push out the boundaries of 

our cumulative knowledge， a break-through into new understanding 

necessitates a reorientation of the knowledge gained previously. In 

linguistic science such break-throughs have occurred several times 

(Charles C. Fries， Advances in Linguistics， 1961) 

その内のい くつかは， 最近になって現代英語の中に深く定着するに従って

one wordとして solidにつづられるようになってきたのである.

Linguistic research has produced， and is currently producing， results 

which constitute something of a breakthrough in th巴 studyof the 

operations and behavior of the human mind 

(Jacob I Rosenbaum， English Transformational Grammar， 1968) 
All s巴em worried that in an effort to count巴rhis bad press with 

some foreign “breakthroughs"， Mr. Nixon may give away too much 
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to Moscow in future disarmament talks 

(Newsweek， May 28， 1973) 

この breakthrough→break-through→breakthroughに至る変化の過程は

weekendとし、ぅ名詞の weekend→week-end→week巴ndとし、う語形変化

と類似しており，概して結合が強くなるにつれて onewordになる傾向が

見受けられる.そして，形の変化と共に weekendの(週末) とい う意味

内容も変化してきたように breakthroughとし、う結合名詞も最初は軍事面

での (敵陣突破〉とし、う意味で使われていたが，最近では軍事面に限らず

政治，経済，外交など各分野での難問に対するく突破口〉という意味で広

く現代英語の中で使われていることは，語形変化に併う意味変化とい う点

で興味深い事実である.

結合名詞の形については， OEDの break-downの項に次のような説明

がある.

_..but in familiar and well-establisned expressions， there is a tendency 

to take the combination without analysis as a single word，... 

そして， one wordとして solidにつづるのが最近の journalisticな英語

の傾向でもある.アクセン トは名詞になると頭部移動の傾向が見られ，結

合名詞は分割のできないひとつの語と同じよ うに取り扱われ breakdらwn

または breakdownとなることが多L、。

break down一一歩breakdown

break through一一泊reakthrough

OEDもこの結合名詞のアクセン トについて flare-upの項で次のように述

べている.

The stress is variable， but most commonly falls on the first syllable 

9 

このような結合が現代英語の中で急激に増加してきた原因について A

G. Kennedyはまづ 五gurativechange (比倫的な転用〉 が可能である こ

とを挙げ，その他，次の 4つの原因を指摘している町.

1. a desire to strengthen or emphasize the idea expressed by the 

simple verb 

2. the ever-present desir巴 tovary th巴 expressionof an idea 
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3. a desir巴 forrhythmical e妊ect

4. mere linguistic laziness， that is， a desire to use simpler combi-

nations rather than take the trouble to learn the more highly 

specialized derivative verbs 

make out.... ..comprehend， put out......extinguish 

use up..... .exhaust， bear out.... ..corroborate 

これらの他にこの結合が英語のもつ分析的 (analytic)傾向に合致すること

やアメリカ英語の colloquialstyle には簡潔でス ピード感のある allegro-

form (快速調〉をとろうとする一般的な傾向があるが，この結合の使用が

その傾向とも うまく合致することなどが考えられる. このよ うに Verb+

Particleの結合を使う ことによって直観的，視覚的，具体的でvividな表

現上の効架をもたせる ことができ，同時に単一動詞とまったく違った新し

い意味の創造が可能となってくるのである.

10 

V er b + Particleの結合は，今まで見てきたように本来の動詞としての用

法から転じ，名詞として用いられているのであるが，そのうちのいくつか

は，さらに進んで

Lockheed Payoff Scandallの Payoffのように限定的に名詞の前に置かれ

形容詞的に用いられているのもある.

Within six months， he delivered a shake-up talk to his board of 

governors. (Newsweek， August 16， 1971) 

For instance， one Sunday when some other guys and 1 were over 

there for hot chocolate， he showed us this old beat-up Navajo blanket 

that he and Mrs. Spencer'd bought off some Indian in Yellow-stone 

Park. (J.D. Salinger， The Catcher in the Rye) 

また， この結合の動詞の部分に本来動詞と しての機能をもたない形容詞や

名調が用いられ動詞の代用をしているケースも最近では若干見られる.

The one last great service that Mr. Nixon can now perform for his 

country is to resign. He has been trying to“tough it out" for too 

long at too great a cost to the nation. 

(The New York Times， November 4， 1973) 
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But even if Washington lucks out， it will face tough going in the 

General Assembly. (Newsweek， Sept. 26， 1971) 

In addition， they are cozying up to Japan's trading partners 

Mitsubishi now sells American urea fertilizer in southeast Asia， and 

Mitsui sells U.S. soybeans in Germany and German chemicals in 

Venezuela. (Time， April 30， 1973) 

結合名詞やこれらの例に見られるよ うな

Verb+ Particle-一令Noun

Noun + Particle一→Verb
Adjecti ve + Particle-→Verb 
といったよ うな機能推移はある意味でこの結合のもつ結合力の強さと豊か

さを証明 している ように思われる.一般的にこのよ うな語の形を変えずに

かなり自由にFunctionalShiftを行うことは，イギリ ス英語よりもアメリ

カ英語の方に広く 見られる傾向のようである.

この点について H.Alexanderは次のように述べている?に

American English shows a greater freedom than British English in 

changing the function of a word without any corresponding change 

in form， a feature which was characteristic of Elizabethan speech 

このような FunctionalShiftがエリザベス朝時代の英語の特徴であったと

言うのである.そしてMarckwardtの指摘するよ うにアメ リカ新大陸に移

住して きた初期の人々はエリザベス朝時代の英語を話しており，そのこと

がその後のアメリカ英語の形成と発達に影響を与え，アメリ カ英語とい う

ものの特徴を生み出していったのであるから，エ リザベス朝時代の英語に

特徴的であったFunctionalShiftが現代のアメリ カ英語の中に広く認めら

れたと してもそれは当然であると言えよう.

In short， the earlist English colonists in the New World were 

speaking Elizabethan English， the language of Shakespeare， 

Lyly， Marlowe， Lodge， and Green，......This is important and 

necessary for our understanding of some of the distinctive 

features which American English was to develop later on.8) 

以上考察してきたよ うに，単一の語の品詞が変化するだけでなく，結合名

詞のように品詞のまったく異なる 2つの語が結合して別の品詞に転化する
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とし、う現象は，ある意味でアメリカ英語のもつ flexibilityを示しており，

今後さらに増加していくことは容易に推察できる.そして，このようにか

なり自由に機能の推移が行われることは，将来，少なからず英語の構造や

性格を変える可能性をもっているように思われるのである.

注

1) B. Fraser， The Verb-Particle Combination in English， 1974. 

2) A.G. Kennedy， The Mode門 1English Verb-Adverb Combination， 1920， 

p. 47 
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4) S. Potter， Changing English， London， 1969， p. 136 
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6) A.G. Kennedy， Cu円-entEnglish， Ginn， 1935， p. 302 

7) H. Alexander， British a71d American English: Differences in Vocabulary 

8) A.H. Marckwardt， American E71glish， New York ・OxfordUniversity 

Press， 1958， pp. 10-11. 
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IFThe Pearlの文体と善悪について』

深沢俊雄

(1 ) 

The Pearlは，アメリカのノーベル賞作家，John Steinbeck (1902-68) 

によって， 1947年に発表されたものである.

この作品は，貧欲な白人の医者や，投手骨な真珠の仲買人や真珠を奪おう

とする人々に絶えず悩まされ，恵、と1l1_.tい続ける素朴なメキシコインディア

ンの漁師である Kino一家の物語である.

そして，あがし、てもあがし、ても邪悪なものにつきまとわれ，どこまでも

執助に Kino一家を追って来る追跡者たちによって代表される社会は，残

酷無慈悲な邪悪な社会であり，かつまた，貧しくて無知である人々は，ど

うもがし、ても幸福をつかむことができないも う一つの社会が Kinoの見

つける世界一大きな真珠と善悪との交錯を中心に描かれている.まさにこ

の点においては， The Grゆes01 WrathのJoad一家の物語と共通して
いるといえよう .

一方，政治色や思想性にこだわらず，素朴な喜びゃ悲しみ，善意や不幸

などに愛情こまやかな目を向けて，そこに真の人間性を見いだそうと して

いる点では，01 !l1ice and Menや TheRed Ponyなどの作品と共通し
ているといえよう.

以上のような観点から，The Peadにおける善悪の問題および Style等

について考察してみたいと思う.

(2) 

この作品は，全体が六章から構成されていて，各章ごとに climaxが設

定されている.The Grapes 01 Wrathでは，奇数章でほとんど客観描写
のみによる inter-chapterを展開し 偶数章では narrati ve -cha pterを展開

して， 全編を構成している.また Oll¥1iceand Menでは， dialogの箇所
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だけをとりだしてみると，そのまま芝居のせりふになるように構成されて

いる.この作品も後者のジャンルに属している.すなわち， play-novelと

いう形を採っている点が， この作品構成上の特色である といえ よう . ま

ずこ，動物や生物を登場させ，自然、との対比によって，主人公 Kinoの周辺

に活発な動きや生命を与える ことにより，作品全体を生き生きと したもの

にしている.すなわち:

The roosters had been crowing for some time， and the early tigs 

were already beginning their ceaseless turning of twigs and bits of 

wood to see whether anything to eat had been over-looked. Outside 

the brush house in the tuna clump， a covey of little birds chittered 

and flurried with their wings. (Chapter 1， P. 1) 

And a goat came near and sni任巴dat him and stared with its cold 

yellow eyes. (Ibid.， P. 2) 

The ants wer巴 busyon the ground， big black ones with shiny 

bodies， and little dusty quick ants. (Ibid.， P. 3) 

A thin， timid dog came close and， at a soft word from Kino， curled 

up， arranged its tail nearly over its feet， and laid its chin delicately 

on the pile. (Ibid.， P. 3) 

Near the brush fence tωo roosters bowed and feinted at each other 

with squared wings and neck feathers ru任edout..... .Kino watched 

them for a moment， and then his eyes went up to a fiightザ wild

doves twinkling inland to the hills. (Ibid.， P. 4) 

Down th巴 ropethat hung the baby's box from the roof support a 

scortion moved slowly. His stinging tail was straight out behind 

him， but he could whip it up in a flash of time. (Ibid.， P. 5) 

The brown algae waved in the gentl巴 currentsand the green eel 

grass swayed and little sea horses clung to its stem. Stotted botete， 

the toison fish， lay on the bottom in the eel-grass beds， and the 

bright-coloured swimming crabs scampered over them 

On the beach the hungry dogs and the hungry tigs of the town 

searched endlessly for any dead fish or sea bird that might have 

floated in on a rising tide. (Chapter II， P. 14) 

- 47 



Swarms 01万shlived near the bed to live near the oysters thrown 
back by the searching men and to nibble at the shining inner shells. 

(Ibid.， P. 17) 

He felt alone and unprotected， and scraping crickets and shrilling 

tree jトogsalld cγoaking toads s巴emedto b巴 carryingthe melody of 

evil. (Chapter III， P. 30) 

And the night mice crept about on the ground and the little night 

hawks hunted them silently. The skinny black puppy with fiame 

sρots over his eyes came to Kino's door and looked in 

(Ibid.， P. 35) 

He felt the creeping of fate， the circling 01 wolves， the hover 01 
vultures. (Ibid.， P. 53~54) 

He heard every little sound of the gathering night， the sleepy com・

plain 01 settling bu-ds， the love agony 01 cats・(Ibid.，P. 58) 
The late moon arose b巴for巴 thefirst rooste1-crowded. 

(Chapter V， P. 62) 

Already the dawfl birds were scampering in the bushes. 

(Ibid.， P. 67) 

The coyotes cried and laughed in the brush， and the owls screeched 

and hissed over their heads. (Chapter VI， P. 74) 

The animals from miles around came to drink from the little pools， 

and the wild sheeρand the deer， the pumas and racoons， and the 

mice all came to drink...... .And in th巴 poollived Irogs andωαter・

skaters， and water-worms crawled on the bottom of the pool.... 

The cats took their prey ther巴， and strewed feathers and lapped 

water through their bloody teeth. (Ibid.， P. 85) 

But the might was not silent; the little tree 斤ogsthat lived near 

the stream twittered like birds， and the high metallic ringing 01 
the cicadas filled the mountain cleft. (Ibid.， P. 91) 

A crab scampering over the bottom raised a little cloud of sand， 

and when it settled the pearl was gone. (Ibid.， P. 97) 

このように，大小さまざまな生物が主人公 Kinoにとっても，また作品
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の場面設定の上からも重要な役割を果た している.この作品から， これら

の生物を省いて しまうと，物語そのものが，聞が抜けた活気のないものと

なってしま う.上記引用にもあるように，特に，この作品に及ぼすサソリ

の影響は非常に大きく， Kino家の運命を方向づける役割を果たすと同時

に， 作品展開の起動力となっている. すなわち， つり箱の綱をったわっ

て， 愛児コヨテ ィートの寝ているつり箱をめがけて降りよ うとするサソリ

の姿は，まさに Kino夫妻にとっては悪夢であ り Kino一家に災いや不

幸を引き起こす原因となっている.その災いから愛児コヨティ ート を守る

ために， Kinoの妻， Juanaは古来の呪(まじなしうを繰り返したり，マ

リア祈願を唱えたりする.一方， Kinoも行動を起こし，部屋を横切って

両手の掌を下にして，サソリをつかまえよう と，片手をサソリ の方へ伸ば

すのであるが，Kinoの手が殆んど届きそうになったと きに， サソリは危

険の迫ったことを感じて，しっぽの反った針を背にぐし、とあげ，攻撃の姿

勢に入るのである.Kinoは身じろぎもせずに立っていたが，Juanaはふ

たたひ‘古い呪(まじなし、〉をつぶやいた.Kinoが再びサソリをつかまえ

ようとすると，サソ リは彼の指をかすめてコヨティ ートの肩に落ちて刺し

た.すると Kinoは捻りながらそれをつかみ，両手でぐしゃぐしやすりつ

ぶし それを下にたたきつけ，こぶしで土聞にたたき込むのである.まさ

に Kinoの行為そのものが悪に対する復讐であり，Kinoの中にあるすべ

ての憎 しみを象徴しているのである.

Kinoのサソリに対する怒りは， 敵とし、う言葉によって表現され， それ

が悪の調べとなり，Kinoにと って憎しみと化していくのである. すなわ

ち，悪に対する Kinoの心の葛藤が，怒りをこめて次のように拙かれてい

る.

But Kino beat and beat stamped the enemy until it was only a 

fragment and a most place in the dirt. His teeth were bared and 

fury flared in his eyes and the Song of th巴 Enemyroaded in his 

ears. (Chapter 1， P. 6) 

これはまさに，怒りの葡萄に見られるオク ラホマの農地を失って，カリ

フォノレニアへと移住してゆく Joad一家によって代表される農民の運命に

類似するものである.

ところで， Juanaは愛児コヨティートの傷口に唇を押しあてて，毒を吸
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い出そうとしてやるが，傷口は堅いリンパ腺状のしこりとなって，その周

囲に広がってゆき，幼児の悲鳴が近所の人々を呼び集め，彼らにサソリに

刺されたことを知らせる結果となるのである.Kinoと Juanaはコヨティ

ートを医者のところへ連れてゆくが，集まった隣り近所の人々も行列をつ

くり，二人の後について市くまち)へと向かうのである.行列の人数はし

だいにふえて，その行列に馳せ参じた者たちは，幼児がどう してサソリに

刺されたか，父親と母親がど うして幼児を医者に連れてゆくのかを教えら

れるのである.この行列に加わった者たちの中には，金銭上の事柄にとて

もたけた教会の前にたむろ している乞食たちも いて， 彼らは Kinoや

Juanaの服装等について，すばやく一瞥(し、ちぺつ〉を投げて，その良し

悪しを見分けたり，市(まち〉のあらゆることを知っていた.そして，教

会にざんげのために出入りする若い女性の様子を見ては， 罪悪の種類を判

別するのであった.たとえば，

And the new comers， particularly the beggars from the front of the 

church who were great experts in五nancialanalysis， looked quickly 

at Juana's old blue skirt， saw the tears in her shawl， appraised the 

green ribbon on her braids， read the age of Kino's blanket and the 

thousand washings of his clothes， and set them down as poverty 

people and went along to see what kind of drama might develop... 

They were students of the expressions of young women as they went 

in to confession， and they saw them as they came out and read the 

nature of the sin. (Chapter 1， P. 9) 

このよ うに，あらゆる小説や詩におL、て，人間の内部の善と悪とのたえ

ることのない争いをテーマにしたものが多L、。 この作品も例外ではなく ，

善悪の認識がどんな形で展開されるかを，主人公 Kino及びその家族と白

人の医者が，サソリに刺された Kinoの愛児コヨティートを媒体として，

非情な人間模様を織りなしている.

また一方では，世界ーの真珠を発見した Kino(Kinoを取 り巻く同じ種

属の人々を含む〉と真珠買いたちとの聞に，真珠の売買をめぐって展開さ

れる人間模様を，スタインベック特有の touchで描写している.そしてこ

の作品の題名が示すように， 真珠はこれらすべての人々の Symbolとなっ

ているのである.
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ところで，Kinoはこの真珠を売ることにより， 巨額の富を得られるだ

ろうと予測する.それにより，サソリに刺された愛児コヨティートも医者

の治療を受けられ，その治療代を払うこともでき，無学の親の代わりにコ

ヨティ ート には学問をさずけられるだろうと，KinoもJuanaも夢に胸を

ふくらますのである.ところが空想と現実とは裏腹のものであり， コヨテ

ィー トの治療代を医者にせまられる結果となり，真珠を売って治療代を払

う旨， Kinoは医者と約束する.翌日， Kinoは市(まち〉へ真珠を売 りに

行き，予想していた額(五万ペソ〉よりもはるかにひくい言い値(五百ペ

ソ〉をつけられ，憤慨して真珠買いの手から真珠をひったくり，都会へ売

りに行く決心をする.しかし Kinoがしっかりと した意志の持ち主で・あ

ることに真珠買いたちが気づくと，彼らは値段を千五百ベソまでつりあげ

るが，Kinoの意志はゆらぐことはなく ，Kinoの予測とは，はるかにかけ

はなれた安値に義憤を感じて，決して真珠を手放そうとはしないのであ

る.

ところが， Kinoの隣人たちは Kinoが真珠を売らなかったことを知り，

次のようなうわさをするのである.

Kino's neighbours whispered together. They had been afraid of 

something like this. The pearl was large， but it had a strange 

colour. They had been suspicious of it from the first. And after aJl， 

a thousand pesos was not to b巴 thrownaway. It was comparative 

wealth to a man who was not wealthy. And suppose Kino took a 

thousand pesos. Only yesterday he had nothing. 

CChapter IV， P. 53) 

その後， Kinoの真珠は，えたいの知れぬ何物かによって狙われる運命

になる.すなわち，

Then from the corner of the house came a sound so soft that it 

might have been simply a thought， a little furtive movement， a 

touch of a foot on earth， the almost inaudible purr of controJled 

breathing. Kino held his breath to listen， and he knew that whatever 

dark thing was in his house was holding its breath too， to listen 

For a time no sound at all came from the corner of the brush house. 

Then Kino might have thought he had imagined the sound. But 
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Juana's had came creeping over to him in warning， and then the 

sound came again! the whisper of a foot on dry earth and the 

scratch of fingers in the soil. CChapter 1V， P. 40) 

このよ うにして， えたいの知れぬ黒い物が真珠を当事L、にやって きて，

Kinoと格闘を演じ，Kinoは短剣でその黒い物かげをひと突きに刺し，か

ろうじて真珠を護るのである. このような醜悪な行為を行なう者に対し

て， Kinoは何と も言いがたい憎悪、を，身を持って感じるのである.一方，

Juanaはこの真珠に対して， 不吉と罪悪感をいだき，真珠を手放そう と考

えるのである.

Now the tension which had been growing in Juana boiled up to the 

surface and her lips were thin.“This thing is evil，" she cried 

harshly.“This pearl is like a sin! 1t wiII destroy us，" and her voice 

rose shriIIy. CChapter III， P. 41) 

ところで，Kinoは Juanaとは逆に，一生のうちで，二度とないチャ

ンスを与えてくれ，自分たちに対するあらゆる理想を現実にしてくれる可

能性を秘めた世界ーの真珠を手放す気にはなれない.なぜならば，それは

病に対する湿布の役目や侮辱に対する扉の役目を果たして くれると，Kino 

が常に考えていたかけがえのない真珠であったからである.その真珠は，

Kino夫妻が理想と して心に摘し、てし、たあらゆる事柄を具象化した映像と

して， 真珠の白い輝きの中に描き出して見せて くれたのである.

1n the pearl he saw how they were dressed-Juana in a shawl sti妊

with newness and a new skirt， and from under the long skirt Kino 

could see that she wore sho巴s. 1t was in the pearl-the pictur巴

glowing there......But Coyotito-he was the one-he wore a blue 

sailor suit from the United States and a little yachting cap such as 

Kino had seen once when a pleasure-boat put into the estuary. AIl 

of these things Kino saw in the lucent pearl， and he said:“We 

wiII have new cIothes." CChapter 111， P. 25~26) 

1n the pearl he saw Coyotito sitting at a littIe desk in a school， just 

as Kino had once seen it through an open door. And Coyotito was 

dressed in a jacket， and he had on a white coIIar and a broad silken 

tie. Moreover， Coyotito was writing on a big piece of paper. 
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(Ibid.， P. 27) 

上記引用から明らかなよ うに，Kino夫妻が愛児コヨティートに抱いて

いる夢や理想を，現実の姿として真珠に託し，その映像の中に具象化して

映し出された不可能なことを可能にしよ うとして，真珠を握りしめる Kino

の姿を，次の引用文中にはっき りとみることができる.

But Kino's face shone with prophecy.“My son will r巴adand open 

the books， and my son will write and will know writing. And my 

son will make numbers， and these things will make us free because 

he will know-he will know and through him we will know." And 

in the pearl Kino saw himself and Juana squatting by the little fire 

in the brush hut white Coyotito read from a great book. “This is 

what the pearl will do，" said Kino. (Ibid.， P. 27) 

このよ うに，Kinoによって理想化された真珠も理想とは裏腹なもの

となり，現実は，Kinoの力ではどうすることもで きない， もうこれ以上

考えも力も及ばない無慈悲な真珠と化して， Kino家に幸せを持たらすこ

とはなく ，Kinoの手から離れてうつく しい緑の海原 (うなばら〉へと投げ

返され， 古巣へときらめきながら飛んでゆ く. この真珠の姿は， まさに

Kino家の崩嬢の象徴であり，この物語の Symbolとなっている.

(3) 

文章は parableにふさわしく ，舞台を厚気楼のたちこめるメキシコの漁

村に設定し スラングを避け，簡潔を旨とし，頭韻(alliteration)，擬人法

(personifica tion)，直I聡(simile)，隠日食 (metaphor)，結句反復 (epiphora)

など，様々な文章構成法を用いて全体の雰囲気を盛り上げているのも，

The Pearlにおける文体上の特徴である.文体上の観点から，作者が，こ

の作品中に使用した副詞の種類について，頻度数の多いものを調べてみる

と次のようである.

震| 山 | 山 wly I sof向 I q引刊仰山ω川uωm附州叫i沈出凶州e伐d叫tl均ly I s引“向叫ile伽加削len刷刷e叩削州n川叫tl均lyI ω叩町ω叫r閃ば仙州ef由刷f臼ωu叶11
頻
度 26 14 14 10 8 
数

何故に作者がこれらの副詞を用いたのか，まず第ーに考えられること
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は，動作の副詞である quicklyと slowlyが頻繁に用いられている点であ

る.これはやはり. (1)で述べた動機や生物の登場と深い関係があるものと

思われる.すなわち， 一方では動物や生物を登場させることによ って，作

品に動きや活気を与え，また一方においては，これらの副詞を用いること

によって，作品に動きのあることを，読者に印象づけようとしたものと思

われる.

第二に考えられることは，一方では動きや活気に富んだ作品も，その迫

力だけに終ることなく ，劇的な場面では，やはり. softlyや quietlyや

silentlyという静的な副詞を用いることによって， 作品に寂しさやむなし

さを与えたものと思われる.そして，これらの副詞を用いること に よっ

て，作品をよりいっそう効果的なものにしているよ うである.

(4) 

この作品における善悪としづ観点から，拙論をまとめてみると，作者ス

タインベックが小説の冒頭で『世界ーの真珠がどう して発見され，どうし

て失われていったか一…また人々の胸底に繰り返し語られたあらゆる物語

の例にもれず，そこにはただ善きものと，悪しきものとがあるだけで，中

途半端なものはどこにもない。』と， 述べているように， 作品全体が， こ

のような考えによって貫き通されていることが理解できる.そして，世界

ーの真珠を媒体として.Kinoやその種属によって代表されるものは，善

なる範鴫と してと らえ，白人の医者や真珠買いたちによって代表されるも

のは，思の範鴫と してとらえられている.

本質的には，善であるはずの Kinoが，自分の身を護るための必要悪か

ら，誤って殺人を犯してしまう罪をせおった悲劇の人間として，描かれて

いる.すなわち，作者スタインベックは，ひたすら素朴な人達，貧しくて

社会の下積みになっている人達の喜びゃ悲しみ，善意や不幸などに愛情深

い限を向け，そこに真の人間性を見いだそうと したのである.前半では，

人聞社会の悪とい う印象が強いのであるが，しだいに個人的な色彩の強い

善悪の問題へと発展しているのである.

すべて人聞は，個人であれ，集団であれ，もし理解されなければ，結局

は，悪となるか，あるいは悪に征服されるかのどらちかに走りやすいとい

うことを，作者スタインベックはこの作品を通して語りかけている.
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隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の

「
天
地
始
之
事
」

紙

谷

威

広

I 

隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
伝
承
の
多
く
は
、
最
近
の
隠
れ
キ
リ
シ
タ

ン
の
衰
退
に
伴
な
い
、
忘
れ
ら
れ
て
行
く
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
明
治

初
期
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
布
教
に
よ
る
、
教
会
に
復
帰
す
る
グ
ル

ー
プ
と
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
を
守
る
グ
ル
ー
プ
の
分
離
も
、
伝
承

の
衰
退
を
招
い
た
一
因
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
の
中
で
も
、
「
天
地
始
之
事
」
は
早
く
か
ら
忘
れ
ら
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

「天
地
始
之
事
」
は
、
幕
末
か
ら
文
章
化
さ
れ
、
記
録
さ
れ
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
た
め
に
、
詳
細
な
内
容
に
接
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
い
る
。
田
北
耕
也
氏
が
入
手
し
た
「
天
地
始
之
事
」
は
、

文
政
十
年
が
最
も
古
い
も
の
で
あ
り
、
新
し
い
も
の
で
は
、
大
正
十
五
年
に

記
録
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
録
は
、
い
ず
れ
も
、
長
崎
県
の
西
彼
杵
半
島
、
外
海
地
方
と
称
さ
れ
る
地
方
か
、
五
島
列
島
で

発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

(

部

)

隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
二
つ
の
系
統
に
所
属
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
平
戸
、
生
月
地
方
を
中
心
と
し
た
集
団
、
系
統



〈

出

〉

と
、
外
海
、
五
島
列
島
の
系
統
と
で
あ
る
。
五
島
列
島
の
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
大
村
落
か
ら
の
移
住
者
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
日

繰
り
と
称
す
る
、
教
会
暦
を
中
心
に
、
行
事
を
行
な
い
、
「
帳
」
と
称
す
る
組
織
に
よ

っ
て、

信
仰
を
守
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
天
地
始
之

事
と
称
す
る
伝
承
は
、
後
者
の
系
統
の
中
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

天
地
始
之
事
は
、
そ
の
名
称
の
通
り
、
旧
約
聖
書
の
天
地
創
造
の
神
話
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ち
な

み
に
、
天
地
始
之
事
と
い
う
書
名
は
、
第
一
節
の
名
称
か
ら
来
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
天
地
始
之
事
と
い
う豊富
名
は
、

こ
の
文
章
の
全
体
の
構
成
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
で
は
、
天
地
始
之
事
は
如
何
な
る
構
成
を
と
っ

て
い
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
突
に
そ
の

構
成
を
示
し
て
み
よ
う。

標
題
は
各
節
毎
に
掲
げ
ら
れ
て
は
い

る
が
、
必
ら
ず
し
も
、
そ
の
内
容
を
示
し
て
は
い
な
い
の
で
、
こ
こ

で
、

便
宜
的
に
、
各
節
毎
の
内
容
を
、
旧
約
、
新
約
聖
書
の
内
容
に
従
っ
て
名
称
を
つ
け
て
み
た
。

十
五
節
中
、
一

J
ニ
節
が
、
旧
約
聖
書
か
ら
材
料
を
と
っ
た
部
分
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
天
地
始
之
事
と
さ
れ
る
、
第
一
節
は
、
天
地

創
造
か
ら
始
ま
り
、

人
聞
が
原
罪
に
よ
り

楽
園
を
追
放
さ
れ
る
部
分
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
第
二
節
は
、
洪
水
伝
説
に
当
る
部
分
で
あ

る
。
第
三
節
以
降
は
、
新
約
聖
書
に
相
当
す
る
の
で
あ
る
が
、
第
三
J
十
二
節
が
聖
ヨ
ハ
ネ
(
洗
者
)
の
誕
生
か
ら
始
ま
り
、
キ
リ
ス
ト

の
誕
生
、
公
現
、
受
難
、
十
字
架
上
で
の
キ
リ
ス
ト
の
死
、
キ
リ
ス

ト
の
復
活
と
い
っ
た
テ
1
7
が
語
ら
れ
る
、
さ
ら
に
、
聖
一母
マ
リ
ア

の
被
昇
天
ま
で
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
続
く
、
第
十
三
J
四
節
は
、
黙
示
録
に
当
る
部
分
と
考
え
て
よ
い
。
第
十
五
節

は
、
死
者
の
蘇
生
露
で
あ
っ
て
、
全
体
の
構
成
か
ら
浮
き
上
が
っ

た
様
に
見
え
る
異
質
の
部
分
で
あ
っ

て
、
一
部
の
写
本
に
は
存
在
し
な

い
と
こ
ろ
か
ら
、
後
に
追
加
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。



「
天
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始
之
事
」
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成

壊

題

f火にf亡滅群生命リiト弓!トF殺、 iトE 知i ヨ 箱舟is 迭
喜ア喜の処刑i道行の料の洗礼費の ネ、fi l日

天昇る スト 拷間裳切の 三王 生誕の 新約書
死の 拝礼の

キ 翻案の
リ

スト
洗礼の

長付加れ式さヒ

タ
来由

『司r

日

標
題
は
岩
波
「
日
本
思
想
大
系
」
に
よ
る

以
上
が
全
体
の
構
成
で
あ
っ

て
、
回
北
耕
也
氏
に
よ
れ
ば
、
ロ
ザ
リ
ヨ
の
玄
義
、
十
五
ケ
条
の
筋
を
追
っ
た
形
に
な
っ
て
い
る
と
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
キ
リ
ス
ト
の
誕
生
か
ら
苦
難
、
死
、
復
活
の
順
序
が
、
十
五
玄
義
に
よ
る
と
見
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
ロ
ザ

リ
ヨ
の
玄
義
よ
り
は
、
は
る
か
に
複
雑
な
内
容
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
他
の
原
典
が
あ
っ
た
と
見
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

(
制
)



四

(
回

)

但
し
、

キ
リ
ス
ト
の
事
跡
に
つ
い
て
は
、

用
語
の
混
乱
等
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、

第
一
節
、
第
二
節
で
は
、

キ
リ
シ
タ
ン
用
語

に
、
多
く
の
混
乱
、
転
靴
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
殊
に
、
第
一
節
の
次
の
文
章
は
、
用
語
の
混
乱
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

「
そ
れ
よ
り
十
二
夫
を
つ
く
ら
せ
た
も
ふ
。
其
名
ぺ
刈
判
別
、
此
所
地
獄
也
。
ま
ん
ぼ
う
、
利
引
ぺ
寸
州
、
し
だ
い
、
ご
だ
い
、
ば
っ

凶
、
利
引
刷
、
司
刈
刑
制
刈
刻
、
削
刷
、
司
副
引
刻
、
十
ま
ん
の
凶
引
川
引
、
此
所
則
ご
く
ら
く
せ
か

い
也
。
」

と
あ
る
。

こ
の
中
で
、
正
確
に
使
わ
れ
た
用
語
は
、
ば
ら
い
そ
だ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
ば
ら
い
そ
で
さ
え
、
ご
く
ら
く
せ
か
い
と

さ
れ
、
「
十
ま
ん
の
」
と

い
う
形
容
が
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
、

明
ら
か
に
、
仏
教
の
浄
土
が
前
提
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う。

田
北
耕
也
氏
に
よ
れ
ば
、
「
し
だ
い
、
ご
だ
い
、
パ
ッ
パ
」
は
、
黒
崎
地
方
で
治
病
に
使
わ
れ
た
、
「
ア
ネ
ス
テ
l
の
功
力
の
次
第
」
と
い

う
唱
え
言
に
起
源
が
あ
る
と
す
る
。
標
題
に
続
く
文
が
、
「
五
代
目
の
パ
ッ
パ
、
パ
ウ
ロ
」
と
な
っ
て
い

て
、
「
し
だ
い
、
ご
だ
い
、
パ
ッ

パ
、
オ
ロ
へ
」
と
靴
っ
て
い
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。

正
確
に
使
用
さ
れ
た
語
句
は
、

頻
繁
に
使
用
さ
れ
る
か
、

あ
る
い
は
、
「
ど
ち
り
い
な
|
き
り
し
た
ん
」
な
ど
で
明
確
に
定
義
づ
け
ら

れ
た
も
の
が
多
い
。
例
え
ば
、
明
引
引
な
ど
で
あ
る
。

し
か
し、

デ
ウ
ス
(
神
)
も
、
天
帝
と
記
す
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
ど
こ
ま
で
、

正
確
に
使
用
さ
れ
た
の
か
疑
問
が
残
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
他、

悪
魔
と
な
っ
た
堕
天
使
叫
州
刑
ぺ
刻
、
制
刈
叫
叫
(天
使
)、

あ
だ

刈

(
ア
ダ
ム
)、

刻
刻

(
エパ

)、

剖
川
剖
刈
制
川

(聖
母
マ
リ
ア
)
な
ど
が
、
誤
ま
り
な
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ

て、

当
時
使
用

す
る
頻
度
の
多
か
っ
た
も
の
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
方
で
は
、
仏
教
的
な
用
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、

第
六
節
の
「
朝
五
ケ
条
の
御
ら
っ

所
の

事
」
で
は
、
学
匠

(が
く
十
ら
ん
と
原
文
に
あ
る
)
と
キ
リ
ス
ト
と

の
論
争
が
描
か
れ
る
が
、
キ
リ
ス
ト
の
説
く
所
は
、
仏
教
の
説
と
異

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。



ほ
と
け

「
御
身
〈

1
キ
リ
ス

ト
)
の
た
ま
い
け
る
は
、
天
の
高
さ
地
の

ふ
か
さ
、
八
万
余
ぢ
ょ
う
、

仏

と
お
が
む
は
、

天
の
御
主
、

天
帝
、

人
間
の
後
世
の
た
す
か
り
を
、
な
さ
し
め
た
も
ふ
仏
こ
れ
也
(
後
略
)
」

と
あ
っ
て
、
八
万
余
ぢ
ょ
う
と
い
う
表
現
と
い
い
、
仏
と
お
が
む
は
と
あ
っ
て
、
明
ら
か
に
、
仏
教
的
な
素
養
を
積
ん
だ
者
の
手
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
天
地
始
之
事
の
文
章
は
、
由
来
を
語
る
口
調
が
、
随
所
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
「
ま
さ
ん
の
悪
の
実
中
天
に
遺
る
事
」

(
第
二
節
)
に
は
、
次
の
文
章
が
あ
る。

「こ
れ
よ
り
次
第
に
、
い
や
ま
す
人
間
な
れ
ば
、
食
物
も
な
ら
ざ
る
ゆ
へ

、
天
に
む
か
い

て
、
祈
誓
を
掛
、
「
食
物
、
あ
た
ゑ
た
ま
わ

れ
か
し
」
と
、
ね
が
い
け
れ
ば
、
天
帝
、
虚
空
に
出
現
ま
し
ま
し
て
、
籾
た
ね
を
ぞ
あ
た
ゑ
た
も
ふ
。
其
た
ね
、
雪
の
中
に
つ
く
る
。

明
六
月
よ
く
み
の
り
、
八
株
に
八
石
、
其
う
ら
九
石
ぞ
み
の
り
た
り
。
八
穂
で
八
石
の
回
歌
の
始
こ
れ
也
(
後
略
)
」

と
あ
り
、
回
歌
の
始
こ
れ
也
と
あ
る
の
で
、
回
歌
の
由
来
を
語
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
「
天
帝
人
聞
を
為
助
、
御
身
を
分
け
さ
せ
給
事
」
に
は
、
次
の
由
来
が
語
ら
れ
る
。

「一

、
引
船
に
の
り
命
を
つ
ぎ
し
七
人
の
も
の
ど
も
は
、
其
島
を
住
所
と
定
む
と
い
へ
ど
も
、
夫
婦
の
極
め
な
く
ゆ
へ

、
女
は
眉
を
お

ろ
し
歯
に
鉄
紫
付
る
事
、
比
時
よ
り
は
じ
め
也
。」

と
あ
る
。
引
船
と
は
、
津
波
に
よ
る
世
界
の
滅
亡
か
ら
、
逃
げ
る
た
め
に
乗
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
箱
舟
の
翻
案
と
考
え
ら
れ
る
。

こ

こ
で
、
夫
婦
の
極
め
が
な
い
か
ら
と
、
眉
を
お
ろ
し
、
歯
に
鉄
蝶
を
付
る
こ
と
を
始
め
た
と
い
う
の

で
あ
る
。
習
俗
の
起
源
を
こ
の
よ
う

に
し
て
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

地
名
の
由
来
を
語
る
部
分
も
あ
る
。
「
ベ
れ
ん
の
国
よ
ろ
う
鉄
、
国
中
吟
味
す
る
事
」
(
第
七
節
)
に
は
、
金
塚
と
称
す
る
地
名
の
由
来

五

(
位
)



(

目

白

)

が
語
ら
れ
て
い
る
。

「
ほ
か

の
弟
子
ど
も
寄
り
あ
つ
ま
り
、
「さ
て
は
刑
刈
寸
、
お
の
れ
は
師
匠
の
事
を
訴
人
し
た
る
か
、
不
届
者
、
そ
れ
ゆ
へ
に
其
ざ
ま
」

と
、
口

々
に
い
ま
し
む
れ
ば
、
十
だ
つ
は
面
白
な
し
。
御
寺
脇
に
、
金
を
す
て
、
そ
こ
な
る
森
の
し
げ
み
、
は
し
り
入
り
、
首
く
L
り

て
ぞ
自
滅
せ
り
。
ヨ
剖
川
剥
剖
判
川
町
引
の
寺
の
脇
な
る
金
塚
と
い
ふ
残
せ
し
は
、
此
ゆ
へ
な
り
。
」

刑
判
寸
と
は
キ
リ
ス
ト
を
一裏
切
っ
て
、

金
を
受
け
と
っ
た
、

ユ
ダ
で
あ
る
。
本
来
の
話
の
筋
は
、
血
の
畑
が
残
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
が
金
塚
に
変
化
し
た
の

は
、
金
塚
な
ど
の
地
名
が
あ
っ
た
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
塚
の
地
名
伝
説
が
各
地
に
あ
る
か
ら
、

類
推
に
よ
る
も
の
と
見
る
こ
と
も
で
き
そ
う
で
あ
る
。

み

白、

ら

「
此
世
界
過
乱
の
事
」
と
称
す
る
、
第
十
四
節
は
、
世
界
の
滅
亡
を
説
い
て
い
る
部
分
で
あ
る
。

こ
の
中
に
、
木
乃
伊
の
薬
を
飲
ま
な

い
由
縁
が
語
ら
れ
て
い
る
。

「
評
に
白
、
此
時
に
、
行
き
ま
よ
う
あ
に
ま
あ
る
と
い

ふ
事
。

何
故
か
と
尋
に
、
此
界
に
て
、
最
期
の
時
、
火
葬
に
あ
ふ
た
る
も
の
の

あ
に
ま
な
り
。
末
世
ま
で
ま
よ
う
て
、
浮
ぶ
事
こ
れ
な
し
と
い
ふ
事
也
。
た
と
へ
土
葬
又
は
水
葬
に
て
、
死
骸
を
畜
類
、
鳥
類
、
魚
類

に
く
わ
る
与
と
い
へ
ど
も
、
焼
け
滅
し
た
る
時
は
、
そ
れ
/
九
、に
、
元
の
ご
と
く
に
ま
い
る
べ

し
、
と

い
ふ
事
。
人
聞
に
服
せ
ら
れ
し

色
身
は
、
又
々
、
き
た
ら
ざ
る
也
。
此
ゆ
へ
を
も
っ
て
、
木
乃
伊
の
薬
飲
ま
ざ
る
也
。」

か
な
り
混
乱
し
た
文
章
の
様
に
思
わ
れ
る
が
、
世
界
の
滅
亡
の
時
は
、
土
葬
、
水
葬
の
結
果
、
畜
類
に
食
べ
ら
れ
た
と
し
て
も
、
元
の
姿

に
戻
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
人
間
に
服
せ
ら
れ
た
肉
体
は
元
に
戻
ら
な
い
か
ら
、
木
乃
伊
を
薬
と
し
て
、

飲
む
こ
と

は
し
な
い
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
木
乃
伊
を
薬
と
し
た

こ
と
は
管
見
に
な
い
が
、
こ

の
よ
う
な
薬
の
知
識
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
、
見
て
き
た
よ
う
に
、
各
所
に
由
来
、
由
縁
が
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
付
加
さ
れ
た
内
容
は
必
ら
ず
し
も
、
「
天



地
始
之
事
」
の
全
体
の
構
成
に
整
合
的
な
も
の
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
断
片
的
な
も
の
が
多
数
、
見
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、

一
方
で
は
、
こ
の
天
地
始
之
事
の
構
成
に
直
接
関
連
す
る
よ
う
な
内
容
が
付
加
さ
れ
た
部
分
も
あ
る
。
「
ま
さ
ん
の
悪
の
実

中
天
に
遺
る
事
」
の
部
分
に
は
、
獅
子
駒
の
伝
説
が
あ
る
。
人
の
悪
事
が
多
く
な
っ
た
た
め
に
、
洪
水
を
起
し
て
、

世
界
を
滅
ぼ
し、

ノ

ア
の
家
族
だ
け
を
残
し
た
、
箱
舟
の
伝
説
が
、
材
料
と
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

「(前
略
〉
次
第
に
悪
事
つ
の
る
ゆ
へ

、
で
う
す
こ
れ
を
あ
わ
れ
み
た
ま
い
て
、
ば
っ
ば
l
丸
じ
と
い
ふ
帝
王
に
御
告
ぞ
有
け
り
。

「此

の
獅
子
駒
の
白
、
あ
か
い
ろ
に
な
る
時
は
津
浪
に
て
、
世
は
滅
亡
」
と
の
御
告
に
か
ふ
む
り
、
帝
王
は
日
ご
と
寺
ゑ
ま
い
る
。

:
・
:
:
:

(
中
略
)
:

「
わ
き
の
子
ど
も
き
い

て、

わ
ら
い
て
い
ふ
や
う
は
、
「
さ
て
も
、
お
か
し
き
事
、
ぬ
り
た
ら
、

す
ぐ
に
赤
く
な
る
が
、

滅
亡
は
お
も

い
も
よ
ら
ぬ
」
と
ぬ
り
け
り
。」

こ
の
よ
う
に
、
目
を
塗
っ
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
、
大
波
が
来
た
の
で
あ
る
。
用
意
し
た
引
舟
に
、
子
ど
も
6
人
を
の
せ
、
足
の
弱
い
兄
一

人
が
乗
り
遅
れ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
兄
は
、
獅
子
駒
に
助
け
ら
れ
て
、
そ
の
背
中
に
乗
っ
て
、

「
あ
り
お
ふ
島
」
に
た
ど
り
着
い
た
の
で

あ
る
。

こ
れ
は
、
五
島
の
各
地
で
採
集
さ
れ
る
、
高
鹿
島
の
伝
説
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

「天
帝
人
聞
を
為
助
、
御
身
を
分
け
さ
せ
給
事
」
に
は
、
雪
の

サ
ン
タ

i
マ
リ
ヤ
と
呼
ば
れ
る
伝
説
が
あ
る
。
サ
ン
タ

l
マ
リ
ヤ
が
、

神
の
声
を
聞
い
て
、
び
る
ぜ
ん
ハ
不
婚
)
の
行
を
す
る
誓
い
を
た
て
た
が
、
ろ
そ
ん
の
国
の
帝
王
は
、
サ
ン
タ

1
マ
リ
ヤ
を
妃
に
願
っ
た
。

マ
リ
ヤ
の
祈
り
に
応
え
て
、
神
は
食
事
を
出
し
て
、
帝
王
に
見
せ
、
あ
る
い
は
、
六
月
の
さ
中
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
雪
を
降
ら
せ

て
、

マ
リ
ヤ
を
逃
れ
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
、
物
語
性
を
加
味
し
て
、

話
の
筋
を
展
開
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
展
開
は
、
聖
母
マ
リ
ヤ
と
イ
エ
ス
が
王
の
追
求
を
逃
れ
た
話
に
も
加
味
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
サ
ン
タ
丸
や
御
懇

七

(
別
)



八

(
市
〉

難
の
事
」
(
第
五
節
)
に
、
麦
作
り
と
聖
母
マ
リ
ア
の
伝
説
が
あ
る
。

「
ゆ
き
す
ぎ
れ
ば
、
麦
作
り
の
大
勢
に
ゆ
き
あ
い
、

「
そ
こ
も
と
方
ゑ
、
御
た
の
み
申
事
、

一
す
ぢ
あ
り
。

わ
れ
は
後
よ
り
追
手
の
か

か
る
も
の
也
。
た
づ
ね
き
た
り
候
わ
ば
、

「
此
麦
ま
く
時
分
に
、
と
う
り
候
也
」
と
申
く
れ
よ
」

と
た
の
み
け
れ
ば
、

麦
作
り
ど
も
い

ふ
ょ
う
は
、

「
た
ど
い
ま
つ
く
る
麦
に
、
此
麦
つ
く
る
時
分
と
わ
、
さ
て
お
か
し
き
事
か
な
」
と
ぞ
笑
い
け
る
。
後
日
此
麦
出
来
ざ
り

け
り
と
い
ふ
事。」

と
あ
っ
て
、

麦
が
出
来
な
く
な
っ
た
伝
説
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
に
続
け
て
、
別
な
麦
作
り
に
同
じ
こ
と
を
頼
む
と
、
よ

ろ
こ
ん
で
ひ
き
う
け
、
直
ち
に
麦
が
で
き
て
、
落
ち
た
と
い
う
話
が
付
加
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
弘
法
大
師
伝
説
に
あ
る
、

食
わ
ず
芋
等
の
伝
説
に
類
似
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
種
々
の
伝
説
が
、
付
加
さ
れ
て
い
て
、
「
天
地
始
之
事」

を
展
開
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
天
地
始
之
事
」
は
、

聖
書
の
物

語
の
翻
訳
と
し
て

の
性
格
が
あ
る
が
、
同
時
に
、
日
本
的
な
伝
説
が
付
加
さ
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
豊
か
な
内
容
を
持
つ
に
至
っ

た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

し
か
し、

こ
れ
ら
の
伝
説
は
、
由
来
を
種
々
の
形
式
で
語
っ

て
い

る
の
で
あ
り
、
対
象
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
断
片
的
な

も
の
が
多
い
の
で
あ
り
、
「
天
地
始
之
事
」
が
の
ベ
る
テ
1
マ
の
中
心
は
、
洗
礼
、
ば
う
ち
す
も
の
起
源
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

II 

天
地
始
之
事
で
は
、
洗
礼
の
起
源
を
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「弐
人
の
落
人、

あ
や
う
き
所
、

ょ
う
/¥、
の
が
れ
さ
せ
た
ま
へ

て、

ば
う
ち
す
も
ふ
の
大
川
に
て
、
っ
か
せ
た
も
ふ
。
さ
ん
l
じ

州
川
に
御
ゆ
き
あ
い
、「
其
方
は
、
い
づ
く
に
ま
い
る
べ
き
や
」
と
、
の
た
ま
へ
ば
、
さ
ん
l
じ
わ
ん
、
「
わ
れ
は
、
御
主
に
御
水
を
さ



づ
け
奉
ら
ん
た
め
、
七
ヶ
月
さ
き
に
、
う
ま
れ
た
り
」
と
あ
り
け
れ
ば
、

御
主
悦
、

「
し
か
れ
ば
此
川
中
に
て
、
水
を
さ
づ
け
、
く
れ

よ
か
し
」
と
ぞ
ね
か
わ
せ
け
る
。
其
時
よ
り
、
御
主
じ
ゅ
す
l
き
り
人
と
ぞ
う
や
ま
い
け
る
。
さ
て
も
き
れ
い
の
名
水
か
な
。

悪
人
の
後
世
の
た
す
け
の
た
め
、
此
水
割
れ
よ
か
し
と
、
思
召
ま

与
に
、
四
万
余
す
じ
に
わ
か
れ
、
其
川
裾
の
水
授
か
り
し
も
の
、

1
1
1
1
11
1
1111v

け

ら

〈

み
な
ば
ら
い
そ
の
快
楽
を
受
け
奉
る
と
い
う
事
、
う
た
が
い
な
し
。」

(
「
さ
ん
た
丸
や
御
娘
難
の
事
」
)

と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ

に
弐
人
と
あ
る
の
は
、
さ
ん
た
丸
や
〈
す
な
わ
ち
聖
母
マ

リ
ヤ
)
と
キ
リ
ス
ト
で
あ
り
、
洗
礼
を
授
け
る
の
は
、

洗
者
聖
ヨ
ハ
ネ
(
文
中
さ
ん
l
じ
わ
ん
)
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
川
の
水
が
、
悪
人
の
後
世
の
た
す
け
の
た
め
に
な
る
よ
う
に

と
四
万
余
す
じ
に
分
れ
た
と
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
洗
礼
の
起
源
を
こ
の

よ
う
に
述
べ

、

さ
ら
に
、

次
節
「
朝
五
ケ
条
の
御
ら
っ
所
の

事
」

で
は
、
が
く
じ
う
ら
ん

(学
匠
等
が
固
有
名
詞
化
し
た
も
の
と
さ
れ
る
)
の
門
弟
十
弐
人
が
洗
礼
を
受
け
る
場
が
描
か
れ
る
。

「さ
る
ほ
ど
に
、
此
事
を
き
L

、
が
く
十
ら
、
門
弟
十
弐
人
、
「
我
々
が
く
十
ら
、
師
匠
と
称
す
る
も
、
か
与
る
因
縁
を
し
ら
ん
た
め
。

今
日
か
ら
は
、

御
身
の
弟
子
に
な
し
く
だ
さ
れ
か
し
」
と
ね
が
い
け
れ
ば
、

御
身
心
得
、

「
ず
い

ぶ
ん
、

其
方
の
ぞ
み
に
ま
か
す
べ

し
。
」
と
、
十
弐
人
に
水
を
さ
つ
け
、
師
弟
の
約
束
ぞ
な
さ
れ
け
る。

し
か
る
に
、
寺
に
ま
い
り
、
群
集
の
人
々
、

我
も
/

¥
と
水
き

っ
か
り
、
こ
ん
ゑ
そ
う
る
と
っ
か
さ
ど
る
。
」

さ
ら
に
、
多
く
の
人
々
が
洗
礼
を
受
け
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ば
う
す
ち
も

(洗
礼
)
を
受
け
な
か
っ
た
者
は
、

後
に
、
「
天
狗
と

と
も
に
、
ベ
ん
ぼ
う
と
い

ふ
地
獄
に
ぞ
お
ち
」
て
、
「
此
所
に
を
ち
た
る
も
の
は
、
末
代
浮
ら
ず
と
い
ふ
事
」
と
あ
っ

て
、
後
世
の
た
す

か
り
を
得
ら
れ
ず。

「ば
う
ち
す
も
ふ
さ
さっ

か
り
し
右
の
も
の
は
、
で
う
す
の
御
供
し
て
、
み
な
は
ら
い
ぞ
へ
ま
い
り
け
る
。
」
と
さ
れ
、

さ
ら
に
、
「
は
ら
い
ぞ
に
て
善
の
多
少
を
御
あ
ら
た
め
あ
り
て
、
そ
れ
そ
れ
の
位
ぞ
か
ふ
も
り
け
り
。
此
所
に
て
、
法
体
を
う
け
、
末
世
末
代
自

九

(
河
)
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由
自
在
得
て
、
安
楽
の
く
ら
し
を
す
る
こ
そ
た
の
も
し
き
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
善
の
多
少
に
よ
っ
て
、
各
々
の
位
が
与
え
ら
れ
て
、
永
遠
の
安
楽
な
暮
し
が
得
ら
れ
る
の
だ
と
す
る
。
仏

教
的
用
語
が
多
少
、
使
用
さ
れ
て
い
る
し
、
善
の
多
少
に
よ
っ
て
、
位
が
与
え
ら
れ
、
法
体
を
う
け
る
な
ど
の
概
念
は
、
仏
教
的
な
救
済

観
が
隠
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
古
野
清
人
氏
の
指
摘
す
る
、
混
成
宗
教
と
し
て

の
性
格
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

「
ど
ち
り
い
な
し
き
り
し
た
ん
」
の
第
十
一
に
は
、
ば
う
ち
す
も
(
洗
礼
)
に
つ
い
て
、
次
の
様
な
規
定
が
あ
る
。

弟

ば

う

ち

す
も
と
は
、
何
事
ぞ
。

師

ば

う

ち

す
も
と
は
、
き
り
し
た
む
に
な
る
さ
か
ら
め
む
と
也
。
是
を
も
て
ひ
い
で
す
と
、
が
ら
さ
を
受
け
奉
り
、
お
り
じ
な
る
科

と
、
其
時
ま
で
犯
し
た
る
ほ
ど
の
科
を
赦
し
玉
ふ
さ
か
ら
め
む
と
也
。

洗
礼
と
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
に
な
る
た
め
の
秘
跡
で
あ
り
、
洗
礼
に
よ
っ
て
信
仰
と
恩
寵
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
原
罪
と
洗
礼
を
受
け
る

ま
で
に
犯
し
た
罪
が
許
さ
れ
る
の
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
こ

の
洗
礼
を
受
け
る
方
法
は
、
次
の
様
に

「ど
ち
り
い
な
|
き
り
し
た
ん
」

に
記
さ
れ
て
い
る
。

弟
此
さ
か
ら
め
ん
と
を
ば
、
何
と
様
に
ぞ
授
け
玉
ふ
ぞ

師
是
を
授
か
る
人
の
頭
か
、
せ
め
て
其
人
の
身
の
上
に
水
を
掛
く
る
と
共
に
、
此
文
を
唱
ゆ
ベ

し
。

「
い
か

に
0
.へ
と
ろ
、

ば
う
ろ
な
り
共
、
名
を
付
て、

O
そ
れ
が
し
で
う
す
|
ば
あ
て
れ
、
ひ
い
り
ょ
、
す
び
り

つ
ー
さ
ん
と
の
御
名

を
以
て
な
ん
ぢ
を
洗
ひ
奉
る
也
。
あ
め
ん
」

と
云
ベ
し
。
是
を
経
文
の
唱
へ
に
は
、

O
何
れ
の
名
な
り
共
、
付
て
後
、

十
ゑ
ご

O
て
O
ば
う
ち
い
ぞ

O
い
ん
の
う
み
ね

O
ば
あ
ち
り
す

O
ゑ
つ

O
ひ
い
り
い
O
ゑ
つ

O
す
び
り
つ
す

O
さ
ん
ち
O
あ
め
ん



と
云
也
。
(
『
キ
リ
シ
タ
ン
書
、
排
耶
書
』
六
回
J
五
頁
)

た
す
か

と
あ
っ
て
、
こ
の
ば
う
ち
ず
も
を
授
か
ら
ず
と
も
、

望
ん
で
い
れ
ば
、
助
か
る
と
し
、
さ
ら
に
、
後
生
を
扶
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
な

の
で
、
男
女
に
関
わ
り
な
く
、
誰
で
も
授
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
聖
職
者
の
指
導
を
得
ら
れ
な

く
な
っ
た
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
に
と
っ

て
は
、
村
落
内
の
在
俗
指
導
者
に
よ
っ
て
、
洗
礼
が
授
け
ら
れ
、
キ
リ
シ
タ
ン
と
な
る
た
め
に
必

須
の
儀
礼
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

五
島
奈
留
島
の
道
脇
増
太
郎
氏
の
オ

ラ
ッ
シ
ョ
(
祈
鵡
文
)
に
よ

っ
て
、
洗
礼
の
方
法
を
見
て
み
よ
う
。
「
ど
ち
り
い
な
l
き
り
し
た

ん
」
に
述
べ
ら
れ
た
簡
単
な
文
・
挙
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
程
、
体
系
化
さ
れ
た
儀
礼
と
な
っ
て
い
る
。
(
「隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
オ
ラ
シ
ヨ

」

『
民
間
宗
教
』
九
四
五
J
七
頁
)

先
ず
、
こ
の
洗
礼
の
儀
式
は
、
ウ
マ
レ
ト
ド
ケ
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
三
段
階
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
第
一
段
階
は
、
ウ
マ
レ
ト
ド
ケ
マ

エ
の
ツ
ト
メ
カ
タ
。
第
二
段
階
は
ウ
マ
レ
ト
ド
ヶ
、
第
三
段
階
が
ウ
マ
レ
ト
ド
ケ
の
ア
ト
ザ
の
オ
ン
レ
イ
と
な
っ
て
い
る
。
第
一
段
階

は
、
洗
礼
を
授
け
る
役
目
の
者
が
、
サ
ツ
ケ
(
洗
礼
)
を
首
尾
よ
く
勤
め
ら
れ
よ
う
に
と
い
う
祈
り
で
あ
る
。
第
二
段
階
が
、
洗
礼
の
主

要
な
儀
礼
で
あ
る
。
こ
の
第
二
段
階
も
、
さ
ら
に
五
段
階
に
分
け
ら
れ
る
。

①
オ
ミ
キ
、
オ
メ
シ
、
ナ
マ
ク
サ
ケ
等
の
オ
ン
ハ
ツ
オ
(
御
初
穂
)
の
届
け
(
す
な
わ
ち
、
種
々
の
供
え
物
の
届
け
〉
。

②
今
生
、
後
生
の
助
を
求
め
る
、
ケ
レ
ン
ド
(
ク
レ
ド

1
使
徒
信
条
)
の
祈
り
。

③
洗
礼
(
水
を
授
け
る
)
儀
礼
。

④
洗
礼
の
感
謝
の
祈
り
。

⑤
洗
礼
を
無
事
授
け
た
と
い
う
役
職
者
の
感
謝
の
祈
り

(
苅
)



一一

(
万
)

と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
第
三
段
階
は
、
洗
礼
が
終
っ
て
、
感
謝
の
意
味
を
こ
め
た
、
供
え
物
の
届
け
で
あ
る
。

洗
礼
の
中
心
部
分
の
祈
祷
を
次
に
引
用
す
る
。

「
ベ
l
ト
ル
ト
イ
フ
ハ
、
切
支
丹
ニ
ナ
リ
タ
イ
カ
コ
ノ
水
ト
申
ス
ル
ハ

、
天
ジ
ョ
ク
ノ
、
ジ
ュ
ー
ス
川

ヨ
リ
ナ
ガ
レ
ク
ダ
ラ
ス
、
セ

ッ

シ
ャ
リ
ン
ノ
川
ノ
パ
ヲ
チ
ー
ズ
ノ
水
ヲ
、
サ
ツ
ケ
サ
セ
タ
マ
ウ
。

ヨ
コ
デ
パ
ヲ
チ
ン
ズ
ル
モ

l
ノ
イ
ノ
メ
パ
ヲ
チ
ン
ズ
ル
モ

l
ノ
、

エ
ツ
ヒ

1
リ
ュ

l
エ
ツ
ス
ベ
リ
ツ
サ
ン
ワ
ン
ノ
チ
1

リ
l
」

と
な
っ
て
い
る
。
か
な
り
の
転
誌
と
意
味
の
明
確
で
な
い
部
分
が
出
て
来
る
。
川
の
名
前
は
、
天
ジ
ュ
ク
(
天
竺
)
の
ジ
ュ

ー
ス
川
よ
り

流
れ
下
る
、

セ
ッ
シ
ャ
リ
ン
の
川
と
な
っ
て
い
て
、
天
竺
と
い
う
概
念
が
付
加
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し、

こ
の
道
脇
氏
の
オ
ラ
ッ
シ
ョ
の
特
徴
は
、
種
々
の
ト
ド
ケ
の
部
分
で
あ
ろ
う
。
第
二
段
階
の
④
の
部
分
を
見
て
み
よ
う
。

「
サ
テ
サ
テ
カ
タ
シ
ケ
ナ

l
コ
ノ
子
ノ
、

コ
ン
ジ
ョ

l
ゴ
シ
ョ

l
御
助
ケ
ナ
サ
レ
下
サ
レ
マ
シ
テ
、
ベ
l
ト
ル
ト
イ
フ
名
を
下
被
マ
シ

テ
、
ア
ナ
夕
、
オ
ン
ミ
上
主
サ
マ
ノ
子
分
三
太
丸
ヤ
サ
マ
の
子
分
三
ト
メ
ア

l
ボ
ス
ト
ロ
サ
マ
ノ
御
支
配
内
ノ
人
間
ニ
ナ
シ
ク
ダ
サ
レ

マ
シ
テ
、
シ
ュ
ビ
ヨ
ク
十
文
字
ノ
御
ハ
ン
モ
、
オ
シ
エ

、
ナ
サ
レ
、
下
サ
レ
マ
シ
タ
ル
オ
ン
レ
イ
ニ
ハ
、
天
ニ
マ
シ
マ
ス
サ
マ
イ
ト
ナ

ガ
レ
ア
ナ
タ
オ
ン
ミ
上
主
サ
マ
ヘ
ゴ
オ
ン
瞳
ト
シ
テ
申
上
ゲ
タ
テ
マ
ツ
ル
、
ゴ
カ
ン
タ
イ
ナ
ガ
ラ
御
取
次
ニ
ハ
オ
ン
母
三
太
丸
ヤ
サ
マ

ヘ
ツ
ツ
シ
ン
デ
頼
ミ
タ
テ
マ
ツ
ル
」

と
あ
り
、
こ
の
後
で
、
「
テ
ン
ニ
マ
シ
マ
ス
:
:
:
:・
」
と
い
う
主
薦
文
が
続
く
の
で
あ
る
。
上
主
サ
マ
と
は
デ
ウ
ス
、
三
太
丸
ヤ
は
聖
母

マ
リ
ヤ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
固
有
名
詞
は
、
正
確
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
洗
礼
の
無
事
終
了
し
た
感
謝
と
し
て
、
主
薦
文
を
、
デ
ウ
ス
に

捧
げ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
第
一
段
階
、
第
三
段
階
に
見
ら
れ
る
、
種
々
の
供
え
物
の
届
け
は
、
よ
り
明
確
な
特
徴
が
あ
る
。
第
三
段

階
の
ウ
マ
レ
ト
ド
ケ
ノ
ア
ト
ザ
ノ
オ
ン
レ
イ
(
生
れ
届
け
の
後
座
の
御
礼
と
書
く
こ
と
が
で
き
よ
う
)
を
引
用
し
て
み
た
い
。



「
下
界
増
太
郎
生
キ
タ
ル
、
右
リ
殿
ノ
帳
内
、
下
界
ハ
ツ
丸
ヤ
女
、
両
人
ノ
家
内
ウ
チ
、
男
子
、
一
人
生
レ
キ
マ
シ
テ
、
切
支
丹

一
人

ツ
ク
リ
イ
ダ
シ
マ
シ
テ
、
ア
ナ

夕
、
オ
ン
ミ
、
上
主
サ
マ
ノ
、
子
分
、
三
太
丸
ヤ
サ
マ
ノ
子
分
、
三
ト

メ
ア
ボ
l
ス
ト
ロ
サ
マ
ノ
ゴ
シ

ハ
イ
ウ
チ
ノ
人
間
ニ
ナ
シ
グ
ダ
サ
レ
マ
シ
テ
、
シ
ュ
ビ
ヨ

ク
、
十
文
字
ノ
ゴ
ハ
ン
ハ
御
判
)
モ
オ
シ
エ
ナ
サ
レ
下
サ
レ
、

マ
シ
タ
ル
、

オ
ン
レ
イ
ト
シ
テ
、
サ
シ
ア
ゲ
マ
シ
タ
ル
、
オ

ミ
キ
ノ
、
オ
ン
ハ
ツ
ヲ
ニ

、
ナ
マ
ク
サ
ケ
ノ
オ
ン
ハ
ツ
ヲ
、
ヲ
ギ
ソ
エ

、

マ
シ
テ
、
オ

ン
ト
リ
ツ
ギ
ハ
ピ
ヤ

l
ト
ノ
サ
ン
ト
ス
サ
マ
ノ
オ
ン

ト
リ

ツ
ギ
ヲ
、
モ
チ
マ
シ
テ
、
三
太
丸
ヤ
サ

マ
へ
差
上
ゲ
タ

テ
マ
ツ
ル
、
二
番目一

ツ
ギ
ソ

エ
マ
シ
タ
ル

(後
略
)

洗
礼
に
よ
っ
て
、
ベ
l
ト

ル
と
い
う
名
前
を
つ
け
、
デ
ウ
ス
、
聖
母
マ
リ
ア
、
三
ト

メ
ア
ボ

l
ス
ト
ロ

の
子
分
に
な
り
、
十
文
字
の
御

判
を
教
え
た
こ
と
を
報
告
し
、
神
酒
と
生
臭
気
の
初
穂
を
棒
げ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
後
、
サ
ン
ジ
ュ
ワ
ン
な
ど
の
聖
人
達
に
も
初
穂
が
供

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
長
く
な
る
の
で
省
略
し
た
い
。

以
上
の
道
脇
氏
の

オ
ラ
ッ
シ
ョ
に
見
る
よ
う
に
、
洗
礼
の
儀
礼
は
、
隠
れ
キ
リ
シ

タ
ン
の
聞
に
於
て
、
複
雑
で
、

重
厚
な
儀
礼
と
し
て

発
展
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
儀
礼
を
さ
ら
に
、

具
体
的
な
調
査
報
告
の
中
か
ら
見
直
し
て
み
よ
う
。
天
地
始
之
事
を
伝
承

し
て
き
た
の
は
、
長
崎
県
の
酋
彼
杵
半
島
の
外
海
地
方
と
五
島
列
島
を
中
心
と
し
た
地
方
で
あ
り
、
生
月
島
、
平
戸
島
の
隠
れ
キ
リ
シ

タ

ン
は
、
前
記
地
方
の
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
と
は
異
質
の
系
譜
を
ひ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
洗
礼
に

つ
い

て
も
、

若
干
の
差
が
あ
り
、
同
一

視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
外
海
地
方
、
五
島
列
島
で
の
洗
礼
に
つ
い
て
見
る
こ
と
に
す
る
。

こ
の
地
方
の
役
職
者
は
、
帳
方
、
水
方
(
看
坊
と
も
い
う
)、

取
次
役
の
三
者
で
あ
る
。
取
次
役
は
、
見
習
い
で
あ
っ
て
、

主
要
な
の

は
、
前
二
者
で
あ
る
。

帳
方
は
、
日
繰
り
と
称
す
る
麿
を
保
存
し
、
役
職
者
を
通
じ
て
、
年
間
の
儀
礼
や
祝
日
を
人
々

に
教
え
る
役
目
を

持
っ
て
い
る
。
こ
の
暦
は
、
バ
ス
テ
ヤ
ン
麿
と
呼
ば
れ
る
、
教
会
暦
で
あ
っ
て
、
聖
人
の
祝
日
及
び
キ
リ
ス
ト
の
降
誕
、
悲
し
み
節
、

復

(

九

)



(
η
)
 

活
と
い
っ
た
祝
日
が
記
録
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
J

例
日
に
は
帳
方
の
家
に
集
ま
っ
て
座
と
称
す
る
集
会
を
聞
く
こ
と
も
あ
り
、
あ
る
い

は
、
ワ
ル
カ
日
(
悪
か
日
)
と
称
し
て
、
肥
料
を
使
っ
た
り
、
針
仕
事
を
避
け
る
、
物
忌
み
の
日
と
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
水
方
は
、

水
授
け
(
洗
礼
)
を
行
う
役
で
あ
る
。
水
方
は
、
勿
論
、
帳
役
に
し
て
も
、
か
つ
て
は
、
一
生
一
代
汚
れ
た
こ
と
を
し
な
か
っ
た
と
さ
れ

て
い

る
。
役
を
や
め
て
も
肥
料
な
ど
は
扱
わ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
役
職
者
は
全
員
、
水
授
け
に
は
立
ち
合
う
こ
と
に

な
っ
て
い

た
。
お
授
け
の
前
三
日
、
後
一
一
一
日
は
、
三
役
と
も
汚
れ
た
こ
と
は
し
て

は
な
ら
な
い
。

汚
れ
た
こ
と
と
は
、

農
作
業
、
針
仕

事
、
肥
料
を
扱
う
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
れ
ら
の
役
職
者
は
、
大
き
な
負
担
と
な
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
洗
礼
に

か
か
る
前
に
は
、
そ
の
家
で
風
自
に
入
っ
て
、
そ
れ
以
後
は
小
便
も
し
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
清
浄
、
汚
れ
に
対
す
る
観
念

は
、
日
本
の
民
間
信
仰
に
類
似
し
た
も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

お
授
け
は
生
ま
れ
て
か
ら
、
三
日
目
に
行
な
う
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
名
称
は
、
ポ
ー
チ
ス
モ
(
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
か
ら
の
転

靴
)
。
お
授
け
、
水
授
け
と
い
っ
た
、
儀
礼
か
ら
命
名
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
名
称
。
ミ
ツ
メ
祝
い
、
ナ
ズ
ケ
祝
い
と
い

っ
た
日
本
の
誕

生
、
産
育
儀
礼
に
由
来
す
る
名
称
。
と
い

っ
た
、
三
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
こ
の
儀
礼
を
「
角
欠
ぎ
」
と
も
呼
ん
で

い

る
。
こ
れ
は
、
お
授
け
を
し
な
い
と
角
が
生
え
た
ま
ま
だ
か
ら
(
奈
留
島
矢
神
)
と
さ
れ
て
い
る
。
前
三
者
の
名
称
の
中
で
特
徴
的
な
の

は
、
ポ

l
チ
ス
モ
と
水
授
け
が
儀
礼
に
由
来
し
、
キ
リ
シ
タ
ン
用
語
の
定
着
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
対
し
て
、

ミ
ツ
メ
祝
い
、
ナ
ズ

ケ
祝
い
が
、
民
俗
の
中
の
産
育
儀
礼
に
由
来
し
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
キ
リ

ス
ト
教
の
定
着
と
民
俗
の
側
か
ら
の
受
容
と
い
う
二
つ

の
側

面
が
如
実
に
表
現
さ
れ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
宗
教
的
側
面
と
民
間
信
仰
の
併
存
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

洗
礼
に
は
、
ダ
キ
親
が
必
要
と
さ
れ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
代
父
母
で
あ
る
。
ダ
キ
親
は
、
実
父
や
実
母
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
子
ど

も
は
、
ダ
キ
親
の
ア
ル
マ
の
名
(
霊
名
)
を
も
ら
う
。
但
し
、
日
曜
日
に
生
ま
れ
た
者
は
、
男
は
ド
メ
ゴ
ス
、
女
は
ド
メ
ガ
ス
と
い
う
ア

四



ル
マ
の
名
を
付
け
る
の
で
、

そ
の
名
前
の
ダ
キ
親
を
頼
む
の
で
あ
る
。
ダ
キ
親
は
、

親
戚
で
も
、

親
戚
で
な
く
と
も
よ
い
と
さ
れ
て
い

る
。
奈
留
鳥
で
は
、
叔
父
か
叔
母
に
頼
む
こ
と
が
多
か
っ
た
。
ヒ
モ
ト
キ
の
祝
い
に
は
、
帯
や
揮
を
ダ
キ
親
が
贈
り
、
婚
姻
の
際
の
ツ
レ

ニ
ン
と
な
っ
た
り
す
る
。
ま
た
、
子
ど
も
は
、
正
月
に
は
、
ダ
キ
親
の
家
に
セ
ッ
ソ
(
節
餅
)
と
称
す
る
餅
を
持
っ
て
い
く
。
こ
の
よ
う

に
、

ダ
キ
親
と
子
ど
も
は

一
生
交
際
を
行
な
う
の
で
あ
り
、

さ
ら
に
、

ア
ニ
マ
の
親
子
は
天
国
で
と
も
に
暮
す
と
信
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ

る
(
古
野
A
二
四
九
頁
〉
。

さ
て
、
次
に
古
野
氏
の
報
告
に
よ
っ
て
、
福
江
島
の
黒
蔵
の
お
授
け
を
見
て
み
よ
う
(
古
野
A
二
O
三
頁
)
。

お
授
け
は
人
間
で
な
い
者
を
人
聞
に
し
て
も
ら
う
た
め
に
あ
り
、
抱
き
親
の
ア
ル
マ
の
名
を
も
ら
う
。
男
の
抱
き
親
は
役
人
に
準
じ
て

身
を
潔
斎
し、

女
の
抱
き
親
は
月
経
の
と
き
は
看
方
に
断
わ
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

お
授
け
の
と
き
は
、
水
を
入
れ
た
茶
碗
一
っ
と
空
茶
碗
一
つ
を
置
い
た
膳
と
、
ゴ
エ
モ
ン
(
魚
名
)
、
刺
身
、

小
皿
四
つ
、

か
ん
瓶
、

盃
、
醤
油
と
新
箸
六
人
分
を
の
せ
た
膳
と
、
別
に
酒
と
御
飯
が
二
杯
分
ず
つ
が
用
意
さ
れ
る
。
お
水
は
川
の
流
れ
に
向
か
っ
て
扱
み
あ
げ

る
。
取
次
役
は
水
を
空
茶
碗
に
適
度
に
移
し
て
、
こ
れ
で
よ
い
か
と
尋
ね
る
。
看
方
が
よ
い
と
答
え
る
と
、
膳
の
上
に
置
い
て
、
ケ
レ
ン

ド
を
唱
え
る
。
そ
し
て
親
が
子
を
抱
く
。
看
方
は
水
に
十
字
を
切
っ
て
、
こ

の
水
を
子
の
頭
に
落
と
す
。
こ
の
と
き

「
ヨ
コ
テ
パ
ウ
チ
ス

モ
、

エ
ツ
ヒ

l
リ
ョ
ウ
、

ェ
ッ
ス
ベ
リ
ツ
サ
ン
テ
」
と
三
つ
に
分
け
て
務
と
す
。

お
前
は
何
と
申
し
ま
す
か
と
問
う
看
方
に
対
し
て
、
取
次
役
が
そ
の
子
の
ア
ル
マ
の
名
を
答
え
る
。
こ
の
後
で
、
看
方
と
抱
き
親
が
、

キ
リ
シ
タ
ン
に
な
り
た
い
か
ど
う
か
、
身
に
差
支
え
は
な
い
か
(禁
忌
を
犯
し
て
い
な
い
か
)
と
い
っ
た
問
答
を
す
る
。
こ
れ
は
、
子
ど

も
の
代
理
と
し
て
抱
き
親
が
答
え
る
形
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
後
で
「
あ
な
た
さ
ま
の
品
物
」
と
称
す
る
着
物
の
切
れ
で
頭
を
三
回
ふ

り
て
、
そ
れ
を
納
め
て
、
お
授
け
が
終
り
、
三
役
と
抱
き
親
が
定
ま
っ
た
儀
式
で
、
共
に
酒
を
飲
み
御
飯
を
食
べ
る
。

五
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以
上
の
様
な
順
序
で
あ
る
。
奈
留
島
の
道
脇
増
太
郎
氏
の
オ
ラ
ッ
シ
ョ
程
に
は
明
確
で
は
な
い
が
、
オ
ミ
キ
の
オ
ハ
ツ
ヲ
と
か
ナ
マ
グ

サ
の

オ
ハ
ツ
ヲ
と
さ
れ
て
い
た
も
の
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

道
脇
氏
の
オ
ラ
ッ
シ
ョ
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
ウ
マ
レ
ト
ド
ケ
な

ど
の
ト
ト
ケ
の
部
分
が
明
確
に
は
現
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
見
て
き
た
、
水
授
け
(
ポ

l
チ
ス
モ
〉
の
中
で
、
重
要
な
点
が
数
多
く
あ
っ

た
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、

ダ
キ
親
と
子
ど
も
の
関
係

が
あ
げ
ら
れ
る
。
古
野
清
人
氏
は
、
こ
れ
を
儀
礼
的
親
族
関
係
と
呼
び
、
メ
キ
シ
コ
や
ス

ペ
イ
ン
な
ど
の
事
例
と
比
較
し
た
。
し
か
し
、

ダ
キ
親
と
子
の
関
係
は
、

①
親
戚
で
あ
る
か
ど
う
か
を
問
わ
な
い
。
あ
る
い
は
親
威
、
血
の
遠
く
な
っ
た
親
戚
に
頼
ん
だ
り
す
る
事
例
が
あ
る
。

②

ヒ
モ
ト
キ
の
贈
答
が
あ
り
、
婚
姻
の
仲
人
を
つ
と
め
る
。
ま
た
、
正
月
の
セ

ッ
ソ
を
子
ど
も
が
ダ
キ
親
に
贈
る
。

と
い
っ
た
点
か
ら
見
れ
ば
、
日
本
の
擬
制
的
な
親
子
関
係
、
仮
親
に
基
盤
を
有
す
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
ダ
キ
親
と
子

の
関
係
が
死
後
ま
で
続
い
て

い
る
と
い
う
認
識
は
、
別
の
次
元
の
問
題
を
提
供
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
水
授
け
の
際
の
ダ
キ
親
は
、
人

間
の
根
本
的
な
救
済
に
関
わ
る
存
在
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
ア
ル
マ
の
名
(
霊
名
)
を
与
え
る
者
と
認
識
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う。

そ
の
こ
と
は
ま
た
、
福
江
島
の
黒
蔵
に
お
け
る
、
水
授
け
に
対
す
る
認
識
に
も
表
現
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
お
授
け
は
人
間
で

な
い
も
の
を
人
聞
に
し
て
も
ら
う
」
の
で
あ
る
。
奈
留
島
の
矢
神
で
は
、
「
お
授
け
を
し
な
い
と
角
が
生
え
た
ま
ま
で
あ
る
か
ら
、

お
授

け
を

「
角
欠
ぎ」

と
称
す
る
」

の
で
あ
る
。
向
島
の
宿
輪
で
は
、
「
生
ま
れ
た
ま
ま
水
を
か
け
ね
ば
角
が
生
え
て
く
る
」
と
さ
れ
、
角
か

ぎ
を
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
救
済
観
を
「
天
地
始
之
事
」
の
中
に
探
っ
て
み
よ
う
。
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「
天
地
始
之
事
」
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
天
地
創
造
、
天
使
と
人
聞
の
墜
落
、
キ
リ
ス
ト
の
生
涯
、
聖
母
マ
リ
ア
の
事
跡
、
世
界
の

終
末
な
ど
の
テ
1
7
が
、
種
々
の

日
本
的
な
伝
説
を
交
じ
え
な
が
ら
述
べ
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

「天
地
始
之
事
」
の
最
初
の
文
章
は
、

「
て
そ
も
そ
も
で
う
す
と
敬
い
奉
る
は
、
天
地
の
御
主
、
人
間
万
物
の
御
親
に
て
ま
し
ま
す
也
。

と
い
う
言
葉
で
始
ま
り
、
十
二
天
を
作
り
、
日
月
ほ
し
を
作
り
、
数
万
の
あ
ん
じ
よ

(1天
使
)
を
自
由
に
召
し
ょ
せ
た
と
し
て
い
る
。

こ
の
部
分
で
は
、
種
々
の
転
化
も
あ
り
、
本
来
の
用
語
の
意
義
か
ら
離
れ
て
し
ま

っ
た
部
分
も
あ
る
。

さ
て
、
ま
た
、
で
う
す
は
人
聞
を
作
り
出
す
の
で
あ
る
。

こ
れ
則
人
間
の
五
体
也
。
天
帝
よ
り
四
ふ
ん
の
息
を
御
入
あ
り
て
、
ど
め
い
ご
す
の
あ
だ
ん
と
名
づ
け
、
一
二
十
三

の
相
也
。

つ
ま
り
、
三
十
三
番
目
の
存
在
と
し
て
、
人
間
の
始
祖
あ
だ
ん

ハ
ア
ダ
ム
)
を
作
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
日
が
ど
め
い
ご
す
、
つ

ま
り
日
曜
日
で
あ

っ
て
、
大
切
な
祝
い
の
日
と
さ
れ
た
。
五
島
や
外
海
地
方
の
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
が
、
日
曜
日
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
の
ア

ル
マ
の
名
を
ド
メ
ゴ

ス

(
男
)
、
ド
メ
ガ
ス
(
女
)
と
名
づ
け
る
の
は
、
こ
の
伝
承
と
関
連
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
れ
に
続
い
て
、
女
を
一
人
作
っ
て
、
ど
め
い
ご
す
の
ゑ
わ
と
名
づ
け
て
、
夫
婦
と
し、

男
子
女
子
二
人
を
生
ん
だ
と
す
る
。

(こ

の
伝
承
は
、

聖
書
本
来
の
伝
承
と
は
異
な
る
〉
。
ゑ
わ
、
あ
だ
ん
の
二
人
は
、
で
う
す
を
礼
拝
す
る
た
め
に
、
ば
ら
い
そ
に
通
う
の

で
あ
る
が
、
こ
の
時
、
デ
ウ
ス
に
そ
む
い
て
悪
魔
と
な
っ
た
、
じ
ゅ
す
へ
る
の
誘
惑
に
あ
う
。
そ
の
結
果
、
神
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
た
、

ま
さ
ん
(
り
ん
ご
の
意
)
の
木
の
実
を
食
べ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
二
人
は
天
の
快
楽
、
天
国
へ
の
道
を
と
ざ
さ
れ
て
し

ま
う
の
で
あ
る
。
あ
だ
ん
は
四
百
余
年
間
の
後
悔
を
し
た
後
に
救
わ
れ
る
と
さ
れ
た
が
、
ゑ
わ
は
、
中
天
の
犬
と
な
れ
と
蹴
さ
げ

ら
れ

七
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て
、
ゆ
く
え
も
分
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
ゑ
わ
の
子
ど
も
は
、
畜
生
を
食
し
、
月
星
を
拝
み
、
後
悔
し
て
ま
い
る
べ
し
と
あ

っ
て
、
罪
の
結
果
と
し
て
、
子
ど
も
は
肉
食
を
し
、
月
や
星
を
拝
む
と
い
う
の
で
あ
る
。
肉
食
を
罪
の
結
果
と
し
た
点
は
、
仏
教
の
影
響

を
受
け
、
農
耕
に
基
盤
を
置
い
た
生
活
か
ら
く
る
、
日
本
的
な
罪
の
意
識
で
あ
ろ
う。

と
こ

ろ
で
、
こ
こ
に
登
場
す
る
じ
ゅ
す
へ
る
の
姿
は
、

「
必
た
か
く
、
口
ひ
ろ
く
、
手
足
は
鱗
、
角
を
振
り
た
て
」
と
あ
る
。
こ
の
姿

は
、
南
蛮
人
、
宣
教
師
達
を
卑
し
め
る
た
め
に
使
用
さ
れ
た
言
楽
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
、
そ
の
ま
ま
伝
承
の
中
に
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
手
足
は
鱗
、
角
を
振
り
た
て
と
い
う
点
か
ら
、
悪
魔
を
描
い
た
姿
が
、
当
時
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
も

い
よ
う
。
罪
を
有
す
る
者
の
姿
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
角
や
鱗
と

い
っ
た
も
の
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

八

ま
た
「
ま
さ
ん
の
悪
の
実
中
天
に
遺
る
こ
と
」
と
称
す
る
節
の
文
章
は
、
次
の
よ
う
な
話
の
筋
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
人
聞
は

夫
婦
の
契
り
を
知
っ
て
、
人
間
の
数
が
増
え
、
食
物
が
足
り
な
く
な
っ
た
。
天
に
向
っ
て
祈
っ
た
結
果
、
籾
種
が
与
え
ら
れ
る
。
雪
の
中

に
作
っ
て
、
明
六
月
に
み
の
っ
て
、
食
糧
が
増
え
た
。
す
る
と
、
こ
の
結
果
、
悪
心
、
欲
心
の
世
の
中
に
な
り
、
う
ん
欲
、
貧
欲
、
我
欲

と
い
う
三
人
の
者
が
生
じ
て
、
善
人
の
食
物
を
ほ
し
い
ま
ま
に
う
ば
い
取
る
よ
う
に
な
っ
た
。
デ
ウ
ス
は
こ
れ
を
憎
み
、
三
回
に
角
が
生

え
て
い
た
、
三
悪
人
を
海
の
底
に
蹴
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

以
上
が
、
こ
の
節
の
前
半
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
で
言
わ
れ
る
、
三
悪
人
の
姿
の
中
に
も
、
角
が
生
え
て
い
た
と
あ
り
、
角
は
悪
と
罪
と

の
象
徴
と
考
え
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
洗
礼
を

「角
欠
ぎ
」
と
称
す
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
悪
魔
や
悪
人
の
姿
に
あ
ら
わ
れ
る
、
「
角
」

を
と
り
去
る
も
の
と
信
じ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
お
授
け
、
水
授
け
と
い
っ

た
名
称
と
と
も
に
、
角
欠
ぎ
と
い
う
名
称
は
、
外
海
地
方
及
び

五
島
で
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
天
地
始
之
事
」
の
分
布
と
共
通
し
て
い
る
の
は
、
理
由
な
し
と
し
得
な
い
の
で
あ
る
。

さ
て
、
第
一
節
の
最
後
の
部
分
に
は
、
こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。



「
以
前
に
、
か
く
れ
い
た
る
じ
ゅ
す
へ
る
は
、

内
舛
な
が
く
、
口
ひ
ろ
く
、

手
足
は
鱗
、
角
を
ふ
り
た
て
、

す
さ
ま
じ
く
有
様
に
て
、

で
う
す

天
帝
の
御
前
に
か
し
こ
ま
り
、

「
わ
が
悪
心
ゆ
へ
に
此
ざ
ま
に
相
成
、

行
先
と
て
も
お
そ
ろ
し
く
、
何
と
ぞ
ば
ら
い
そ
の
快
楽
を
、
ぅ

〈
わ
)

け
さ
せ
た
ま
へ
」
と
ね
が
い
け
る
。
天
帝
仰
け
る
は
、
「悪
性
な
る
汝
、
天
に
は
、

か
つ
て
か
な
わ
ぬ
、

下
界
は
ゑ
わ
の
子
ど
も
後
悔

ゆ
け
ば
、
こ
れ
又
か
な
わ
ぬ
。
よ
っ

て
、
雷
の
神
と
な
れ
」
と
、
十
相
の
位
を
ゑ
、
中
天
を
ぞ
ゆ
る
さ
れ
け
る
。

I
l
l
i
1
1
I
l
l
i
-
-
ー
あ
ん
じ
よ

さ
て
じ
ゅ
す
へ
る
拝
み
し
安
所
方
、
か
な
し

い
か
な
や
、
み
な
こ
と
ん
¥
く
天
狗
と
な
り
、
中
天
に
ぞ
下
り
け
り
。
」

と
あ
る
。
悪
魔
、
罪
あ
る
天
使
(
安
所
方
〉
、
ゑ
わ
な
ど
が
、
中
天
に
蹴
お
と
さ
れ
る
と
い
う
伝
承
は
、
興
味
を
惹
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

死
者
の
霊
が
中
空
を
さ
ま
よ
う
と
い
う
観
念
が
あ
り
、
こ
の
伝
承
に
反
映
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
じ
ゅ
す
へ
る
に
従

っ
た
、
あ
ん
じ
ょ
が
天
狗
と
な
り
、
中
天
に
下
る
と
い
う
伝
承
は
、
日
本
の
民
間
信
仰
の
中
に
あ
る
。
悪
霊
や
御
霊
信
仰
を
背
景
に
定
着

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
じ
ゅ
す
へ
る
が
御
霊
の
出
現
形
態
の
一
つ
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
、
雷
神
に
な
っ
て
い
る
点
も
同
じ
こ
と
が
言
え

る
で
あ
ろ
う
。

天
狗
は
、
キ
リ
シ
タ

ン
に
お
い
て
は
、

あ
る
。

悪
魔
と
同
様
の
意
味
を
有
し
た
。
「
ど
ち
り
い
な
し
き
り
し
た
ん
第
一

ご
に
は
、
次
の
文
章
が

「
(
前
略
)
人
も
る
た
る
科
を
犯
せ
ば
、
天
狗
即
其
者
を
進
退
す
る
が
故
に
、
奴
と
成
け
る
者
也
」

つ
ま
り
、
死
す
べ
き
罪
を
犯
し
た
者
は
、
天
狗
に
操
ら
れ
る
奴
と
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
天
狗
と
な
っ
た
あ
ん
じ
ょ
と
は
人
聞
を
罪
に

ひ
き
い
れ
る
存
在
と
な
る
の
で
あ
る
。
鼻
高
く
、
口
ひ
ろ
き
者
の
姿
は
、
天
狗
で
あ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。

隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
に
と
っ
て
、
下
界
は
、
人
聞
が
畜
生
を
食
し
、
苦
難
を
受
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
パ
ラ
イ
ソ
は
天

け
ら
〈

上
の
世
界
で
あ
り
快
楽
に
満
ち
た
世
界
で
あ
る
。
こ
の
中
間
に
、

天
狗
、
悪
魔
の
存
在
す
る
中
天
が
あ
っ

た
。
中
天
と
下
界
は
罪
の
世
界

(
回
〉

九



二
O

な
の
で
あ
り
、
こ
こ

か
ら
、
パ
ラ
イ
ソ
に
行
く
に
は
、
授
け
が
必
要
と
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

水
授
け
の
無
い
時
代
に
は
(
キ
リ
ス
ト
の
救

済
以
前
)
、
死
者
は
ぺ
刈
刷
引
に
行
く
も
の
と
さ
れ
た
。

し
か
し
、
キ
J
ス
ト
の
出
現
以
後
は
、

水
授
け
を
受
け
た
者
が
、

パ
ラ
イ
ソ
に

行
く
こ
と
が
出
き
た
の
で
あ
る
。
角
欠
ぎ
と
い
う
名
称
か
ら
考
え
れ
ば
、
本
来
人
聞
が
有
す
る
角
を
と
っ

て
、
地
獄
を
免
れ
る
た
め
に
受

け
る
の
が
、
水
授
け
で
あ
る
。
こ
の
角
は
ジ
ュ
ス
ヘ
ル
や
、
三
悪
人
の
角
で
あ
ろ
う
。
「
天
地
始
之
事
」
は
、

洗
礼
、

水
授
け
の
由
来
を

説
く
こ
と
が
、
中
心
に
置
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
死
後
、
角
を
有
す
る
者
と
し
て
、
中
天
に
迷
う
こ
と
を
防
ぐ
方
法
で
あ
っ
た
。
死
者

の
霊
が
、
中
天
に
さ
ま
よ
う
と
い
う
概
念
は
、
日
本
の
民
間
信
仰
の
中
に
あ
っ
た
、
霊
魂
観
に
基
盤
を
有
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
死
者
の
霊
魂
が
、

中
空
を
た
だ
よ
い
、

悪
神
と
し
て
、
人
聞
に
害
を
な
す
者
と
い
う
観
念
が
、
「
天
地
始
之
事
」
と
い
う
文
章
の
中

に
、
存
在
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
た
が
っ
て
、
日
本
の
在
来
の
思
想
の
上
に
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
用
語
が
冠
せ
ら
れ
て
、
伝
承
さ

れ
て
き
た
も
の
と
言

っ
て
も
、
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
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編集後記

今回，従来の「論叢」を「紀要」と改め，第6巻を刊行

することとなった。これを期に心機一転して，本学の研究

業績をさらに向上させたいと考えている。本紀要の論文

は，英語教育 ・英語学 ・英文学 ・民俗学と内容は多岐にわ

たっているが，それぞれ不断の研究会活動等の上に立った

労作である。各位の御紋撞を願う次第である。
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